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は じ め に 
 

 近年、食生活を取り巻く社会環境が大きく変化し、朝食欠食など不規則な食生活や孤食、偏っ

た栄養摂取、肥満傾向の増加などが見られ、子どもたちの心身の健康をめぐる諸問題が生じてい

ます。 

 そのような中、国では平成 17 年７月に「食育基本法」が、本県では平成 18 年４月に「食の安

全安心と食育に関する条例」が施行されるなど、子どもたちが豊かな人間性を育み、生きる力を

身に付ける食育を推進していくことが求められており、学校における食育を充実させていくこと

は大変重要となっています。 

 その後、平成 19 年度より本県でも栄養教諭の配置が始まり、平成 24 年４月１日現在 331 人で、

全国でも３番目に多い配置数となっています。また、平成 20 年に小中学校の学習指導要領が改訂

され、総則に「学校における食育の推進について、様々な教科等において食育を行う」という内

容が明記されました。さらに、本県では平成 24 年３月に第２次食育推進計画が策定され、「校長

のリーダーシップのもと、栄養教諭をはじめとして、全ての教職員が連携を図りながら、食育に

組織的・計画的・継続的に取り組むことや、学校・家庭・地域が連携して様々な体験を通して推

進していくこと」などが記載されました。 

 本プログラムの初版は、平成 17･18 年度の「食で育む子どもの未来」食育推進事業において、

県下 10 校の食育推進研究校に対し、組織的・計画的な食育の実践研究をお願いし、その成果等を

食育のあり方検討委員会で、平成 18 年度にまとめていただいたものですが、今回、学習指導要領

の改訂やこれまでの取組等を踏まえて改訂しました。 

本プログラムは、本県の食育の基本的な考え方を示し、学校で食育を進める上で、どのような

考えに基づき、どのように取り組めばよいか、その手引きとなる内容を掲載しています。 

学校においては、これまでも栄養教諭等の専門性を活かした給食指導や教科等における食に関

する指導を実施してきていますが、食育を推進していくためには、学校の教育活動全体で取り組

むことが必要です。 

 児童・生徒の実態や地域性は異なりますが、本プログラムを有効に活用することにより、県内

全ての学校において、食育が知育・徳育・体育の基礎として定着していくとともに、子どもたち

が様々な体験を通じて、食に関する知識と食を選択する力を習得し、健全な食生活を実践できる

ようになることを心から期待しています。 

 最後に、本プログラムの作成にあたって、多大なご支援、ご協力をいただきました食育実践推

進委員会「食育実践プログラム改訂部会」の各委員をはじめ、関係者の皆様に厚く感謝申し上げ

ます。 

 

平成 25 年３月 

 

                                       兵 庫 県 教 育 長   大 西  孝 
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第 Ⅰ 章   本県の学校における食育の基本的な考え方 

１ 食育の意義とその指導のあり方 

生活環境等の変化に伴う食習慣の多様化が進む中、人々は食の大切さを忘れがちであり、子ど

もたちの食生活の乱れが様々な形で報告されている。生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな

人間性を育んでいくために、学校における食育の充実が重要な課題とされ、児童・生徒が食の大

切さ（図表１）を、実感を伴って学ぶことが求められる。 
 

図表１ 「食」の大切さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育の基本理念は食育基本法資料と解説１）に定められている。食育とは、「様々な経験を通じて食

への関心を高め、食に関する適切な知識と食を選択する力を習得し、健全な食生活を実践できる

人間を育てること」であり、「生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべ

きもの」と位置付けられている。そして、「子どもたちが豊かな人間性をはぐくみ、生きる力を

身に付けていくためには、何よりも『食』が重要である」とあるように、特に子ども達にとって

必要であることが指摘されている。また、心身の健康を増進することに加え、自然の恩恵や生産

に携わる人々への感謝の念や理解を深めることも食育の目的とされ、伝統的な食文化の継承や環

境と調和した生産等の配意、さらには農山漁村の活性化、食料自給率の向上等に資することが期

待されている。 

改訂された学習指導要領資料と解説２）では、食育基本法の制定を受けて、学校における食育の推進

「食」は、「食べること」や「食べるもの」に関わる様々な内容を指している。 

「食べること」は、栄養維持や健康増進のために大切であり、同時に、生活リズム、

人・家族とのつながりとも密接に関わっている。また、「食べるもの」は、生産者の多

大な努力・労力のたまものとして、流通や調理の過程を経てもたらされること、そして、

何より自然の恵みであり、また、文化として育まれてきたものである。 

食の大切さ 

食べることの大切さ → 「食べ方」について学ぶ 

成長・健康増進 
栄養  喜び・楽しさ 

生活リズム  
人・家族との 

つながり  

自然の恩恵として 
の食べもの  

文化として 
の食べもの  生産~ 消費 

購入・調理・廃棄  

食べるものの大切さ → 「食べもの」について学ぶ 

～ 
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が新たに明記された。総則では「児童・生徒の発達の段階を考慮して、学校の教育活動全体を通

じて適切に行うものとする。特に、学校における食育の推進に関する指導については、体育科／

保健体育科の時間はもとより、家庭科／技術・家庭科、特別活動などにおいてもそれぞれの特質

に応じて適切に行うよう努めることとする」とされ、家庭科／技術・家庭科と体育科／保健体育

科の内容の取り扱いとして、「食育の充実に資する」等が加えられた。また、特別活動［学級活

動］の内容として「食育の観点を踏まえた学校給食」が示されたが、これは、平成２０年６月改

正の学校給食法資料と解説３）に、「食育の推進を図ること」が学校給食の目的として明記されたこと

と対応している。 

学校では、従来からも給食指導や教科等で食育に取り組んできた。児童・生徒が食の持つ多様

な側面に気づき、食の大切さを学ぶことができるよう＊、学校教育活動全体を通じて、さらに充実

した食育実践としていくことが求められている。そのためには、学校長のリーダーシップのもと、

「食育の目標」を明確に示し、全ての教職員がこれを十分に認識した上で、組織的・計画的・継

続的に取り組んでいくことが必要となる。 

               ＊ ｐ８「３ 本県のめざす学校における食育のイメージ」参照 

  

２ 本県の現状と食育の基本的な考え方 

(1) 本県の現状 

ア 栄養教諭等の配置 

本県では、平成17年度から食育の研究校を指定して食育に取り組み、市町では食育推進委

員会等の組織の設置がなされ、学校全体、地域全体で食育推進に取り組む体制づくりが進め

られてきた。また、平成19年度からは、食育のコーディネーターの役割を担う栄養教諭を段

階的に配置し、平成24年４月１日現在331人で、全国で３番目に多い配置数となっている。 

研究校においては、栄養教諭等と連携して、効果的な実践や様々な体験活動の実施などが

なされてきており、その研究成果を県全体に広めてきている。 

≪栄養教諭について≫ 

 食育は、栄養に関すること以外の幅広い内容が含まれており、教科や総合的な学習の時間

等で行われている。栄養教諭は、学校での食育推進において重要な役割を担っていることか

ら、学級担任等と一緒にティームティーチングで授業を行うのが基本である。しかし、栄養

教諭のみに任せるのではなく、学校教育活動全体で取り組むための指導体制を整備し、全て

の教職員が食育の目標と全体計画を理解した上で実践することが大切である。 

 また、栄養教諭は栄養の専門家として、学校給食の現場からの情報を児童・生徒や保護者

へ伝えたり、専門的知識を要する様々な質問に答えたりすること、さらには、学級担任等が

より正しい知識・情報を見分け、的確な教材を選択できるよう支援することなど、専門性を

活かした役割を担っている。 
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図表２　食に関する指導全体計画作成状況
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図表３　年間指導計画作成状況（授業時間）
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＜職 務＞ 

栄養教諭は、栄養に関する専門性と教育に関する資質を活かして、子どもたちに対する「学

校給食の管理」と「食に関する指導」を一体的に行う。 

《栄養教諭の職務》 

 

 

 

 
イ 食に関する指導計画の作成状況 

食に関する指導の全体計画及び年間指導計画（授業時間）の作成は、ほぼすべての学校に

おいて行われ、指導体制の整備が進められてきている（図表２、３参照）。 

今後、学校教育目標等との関連性も考慮し、設定した「食育の目標」を指導計画（全体計

画・年間指導計画）に位置づけ、目標達成に向けて取り組む必要がある。 

＋ 

食に関する指導の教職員間、家庭や地域との連携・調整 

○ 食に関する指導に係る全体計画作成等への参画 

○ 学校給食だよりなどを活用した家庭への働きか

けや地域の生産者等と連携した体験学習の実施 

学校給食管理 

○ 学校給食に関する基本計画の

策定への参画 

○ 学校給食における栄養量、食品

構成に配慮した献立作成 

○ 学校給食の調理、配食及び施設

設備の使用方法等に関する指

導・助言 

○ 調理員、施設整備の衛生管理 

○ 食品に関する衛生管理 

○ 学校給食用物資の選定、購入、 

保管 

個別的な相談指導 

○ 肥満・過度の痩身、偏食傾向やアレルギー等に関

する児童・生徒への個別的指導 

教科等における指導 

○ 学校給食を生きた教材として活用し、学級担任や

教科担任と連携した食に関する指導 

〔参考文献：「栄養教諭制度について」文部科学省資料〕 



  

6 

※図表４～９は、平成22年度に、兵庫県教育委員会体育保健課が研究校を対象に実施した「ひょうごの学校食育推

進に関するアンケート」で回答のあった69校の結果である。＜回答校種内訳＞小学校55、中学校8、特別支援6 

ウ 食育推進研究校のアンケート結果 

食育推進研究校に対して行ったアンケート結果※をみると、児童・生徒は食への関心、食

の大切さを理解し、食事栄養バランスについての理解が向上した。また、教職員は、食育の

共通理解が深まり、保護者の食育に対する意識も変化した（図表６～８参照）。 さらに、

ねらいが達成できた要因として、目標の設定、計画の作成、教材の工夫、教職員間をはじめ

関係者との連携が図れたこと等があげられている。（図表９参照） 

 

  

(2) 本県における食育の基本的な考え方 

 平成19年、学校給食の実施の有無や学校栄養職員等の配置の有無、さらには、児童・生徒の

実態や地域性等も考慮しながら、学校における食育のあり方を検討し、初版の食育実践プログ

ラムを作成したが、本県における食育の実践状況を改めて検討した結果、本県の学校における

食育推進の基本的な考え方は、次ページに示すように、ほぼ同様の内容となった。 

 また、この基本的な考え方に沿った食育のイメージは、「３ 本県のめざす学校における食

育のイメージ」（ｐ８）に示す。 

 

図表４　食育を実践して
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図表５　児童生徒が積極的に
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図表６　児童生徒が知識・

理解の面で変化した点

4

5

2

7

27

5

10

4

2

2

3

7

36

0 20 40

その他（教員の指導法）

おやつ・清涼飲料水

食文化

地域・地産地消

食事栄養バラ ン ス

食品の名前

健康・病気

感謝の気持ち

かむこと

マナー

偏食

食習慣・生活習慣

食への関心・食の大切さ

(校)

図表７　教職員の意識等で
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図表９　ねらいが達成できた
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  ＝本県の学校における食育推進の基本的な考え方＝ 

① 食育の目的 

食育の目的の第一は、食への関心を高め、食に関する適切な知識と食を選択する力を習得し、

健全な食生活を実践することができる人間を育てることにある。食育を通して、心身の健康の増

進を図り、豊かな人間性と生きる力を育む。 

 

② 食の持つ多様な側面を学ぶ 

「生きる力」の重要な柱である「心身の健康」を中心課題と捉えつつも、生活リズムや人との

つながりに食事が重要な役割を持つこと、さらには、食料の生産に関わる人々の活動、食べもの

が自然の恩恵であり、人の長い歴史を踏まえた文化であることを理解し、感謝できるように取り

扱う。さらに、児童・生徒が食に関する様々な学習項目を体験的に理解することを通して、食の

持つ多様な側面に気づき、「食」の大切さを学ぶことができる取組（計画作成、食育実践等）を行う。 

 

③ 学校教育活動全体を通じて食育に取り組む 

学校における食育の取組は、各教科、特別活動、道徳及び総合的な学習の時間など、学校教育

活動全体で実践する。 

また、「生きた教材」としての学校給食を活用した指導（特別活動）は、従来と同様に重要な

役割を果たすが、各教科等に示されている食育の基礎・基本となる内容の定着を心がけることが

必要不可欠である。そして、各教科・道徳と特別活動を効果的に関連づけ、これらを統合するこ

とで、充実した食育実践が可能となる。そのためには、総合的な学習の時間や生活科を有効に活

用することが必要である。 

なお、「食べ方」「調理」の基礎・基本は、家庭/技術・家庭〔家庭分野〕、体育/保健体育に

おける「食」に係る内容及び「食生活指針」資料と解説４）に示されていることを押さえておくことが

大切である。 

また、「食べもの」「栽培」に関する具体的な内容は、技術・家庭〔技術分野〕（作物の栽培）、

社会（地域学習、農業及び水産業における生産・流通・消費）、理科（体のつくりと働き、生命

の尊重、生命の連続性、自然環境の保全）、生活（栽培）、国語（書くこと、話すこと等）と関

連づけるように留意する。 

 

④ 家庭・地域と連携する 

家庭との連携を重視し、食を大切にする子どもたちを学校と家庭で共に育てていくことに留意

する。また、地域の協力を得た「食」に関する体験活動を実施することなどを通して、学校・家

庭・地域が連携した取組も進めるようにする。 

 

⑤ 指導目標を設定し評価する 

各学校が食育の取組を進めるにあたって、児童・生徒や地域の実態等に即した指導目標を設定

し、それに基づいて評価することが重要である。 
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３ 本県のめざす学校における食育のイメージ 

 

○「食べ方」「食べもの」「栽培」「調理」について、各教科（家庭／技術・家庭、体育／保健体育、社会、理科、
生活、国語等）、特別活動（学級活動・給食指導、学校行事等）、道徳、総合的な学習の時間等を通して学習する
ことにより、児童・生徒が「食」の持つ多様な側面に気づき、「食の大切さ」を学ぶことができるようにすること
を目標とする。

○「食べ方」については、図表１（ｐ３）の成長・健康増進、栄養、喜び・楽しさ、生活リズム、人・家族とのつな
がりと関連した内容を学ぶ。

○「食べもの」については、図表１（ｐ３）の生産～消費、購入・廃棄、自然の恩恵としての食べもの、文化として
の食べものと関連した内容を学ぶ。

○「栽培」「調理」を通して、食の大切さを体験的に学ぶ。また、育てる楽しみ、収穫の喜び、調理する楽しみ・喜
びなどと同時に、調理技術を身につけたり、生産者の思いと工夫に気づいたりする学習をめざす。

○それぞれの学習活動では、家庭・地域との連携を図る必要がある。

調 理
○調理する楽しみ・喜び

○料理構成

＝主食・主菜・副菜

○調理技術・食品加工

○食材の選択・購入

○保存

○衛生的で安全な調理

○お手伝い

○配膳、片付け

○料理した人への感謝 等

食べ方
○楽しく食べること

○食事のマナー

○家族・友人との団らん

○食事のリズム

○朝昼晩の食事と間食

○食事と健康

○食事と成長

○バランスの良い食べ方
（主食・主菜・副菜、食品群，

栄養素）
○運動とそれに見合った食事量

等

栽 培

○育てる楽しみ

○収穫の喜び

○作物の生長

○土の働き、太陽と水の大切さ

○田畑の生き物

○生き物のつながり

○生産者の思いと工夫

○生産者への感謝 等

食べもの
○食べものを通した命のつながり

○生産(農業・水産漁業・畜産業)

○流通・消費・廃棄

○食料の需給

○食品の栄養・消化・代謝

○安全な食べもの

○食べものと環境

○地域・日本の食文化

○各国の食文化

○地域の自然・人と食べもの

○地産地消 等

「食」の大切さを学ぶ

心身の健康

生きる力

「食」 の 持 つ 多 様 な 側 面 に 気 づ く「食」 の 持 つ 多 様 な 側 面 に 気 づ く

体験的に 体験的に

○「食べ方」「食べもの」「栽培」「調理」について、各教科（家庭／技術・家庭、体育／保健体育、社会、理科、
生活、国語等）、特別活動（学級活動・給食指導、学校行事等）、道徳、総合的な学習の時間等を通して学習する
ことにより、児童・生徒が「食」の持つ多様な側面に気づき、「食の大切さ」を学ぶことができるようにすること
を目標とする。

○「食べ方」については、図表１（ｐ３）の成長・健康増進、栄養、喜び・楽しさ、生活リズム、人・家族とのつな
がりと関連した内容を学ぶ。

○「食べもの」については、図表１（ｐ３）の生産～消費、購入・廃棄、自然の恩恵としての食べもの、文化として
の食べものと関連した内容を学ぶ。

○「栽培」「調理」を通して、食の大切さを体験的に学ぶ。また、育てる楽しみ、収穫の喜び、調理する楽しみ・喜
びなどと同時に、調理技術を身につけたり、生産者の思いと工夫に気づいたりする学習をめざす。

○それぞれの学習活動では、家庭・地域との連携を図る必要がある。

調 理
○調理する楽しみ・喜び

○料理構成

＝主食・主菜・副菜

○調理技術・食品加工

○食材の選択・購入

○保存

○衛生的で安全な調理

○お手伝い

○配膳、片付け

○料理した人への感謝 等

食べ方
○楽しく食べること

○食事のマナー

○家族・友人との団らん

○食事のリズム

○朝昼晩の食事と間食

○食事と健康

○食事と成長

○バランスの良い食べ方
（主食・主菜・副菜、食品群，

栄養素）
○運動とそれに見合った食事量

等

栽 培

○育てる楽しみ

○収穫の喜び

○作物の生長

○土の働き、太陽と水の大切さ

○田畑の生き物

○生き物のつながり

○生産者の思いと工夫

○生産者への感謝 等

食べもの
○食べものを通した命のつながり

○生産(農業・水産漁業・畜産業)

○流通・消費・廃棄

○食料の需給

○食品の栄養・消化・代謝

○安全な食べもの

○食べものと環境

○地域・日本の食文化

○各国の食文化

○地域の自然・人と食べもの

○地産地消 等

「食」の大切さを学ぶ

心身の健康

生きる力

「食」 の 持 つ 多 様 な 側 面 に 気 づ く「食」 の 持 つ 多 様 な 側 面 に 気 づ く

体験的に体験的に 体験的に体験的に
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第 Ⅱ 章   学校における食育の進め方 

 

１  取組にあたっての留意事項  

食育は学校教育活動全体で取り組まなくてはならないが、そのためには、図表10に示したよう

に(1)食育指導体制の整備、(2)教職員研修の充実、(3)学校と家庭・地域との連携が必要とされる。 

また、食育実践は、図表10の、①児童・生徒の実態把握、②前年度の取組の整理・評価結果、

③食育の目標設定、④食育指導計画作成（全体計画、各学年の年間指導計画）、⑤食育実践（各

教科、学級活動・給食指導、道徳、総合的な学習の時間等）、⑥食育実践の評価、の６つのプロ

セスで進め、目標設定・計画→実践→評価→改善を行うことを目指す必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 10 学校における食育実践   

「本県の学校における食育推進の基本的な考え方」（ｐ７）や「本県のめざす学校における食育のイメ

ージ」（ｐ８）を踏まえ、学校における食育実践の全体像を示したものである。 

①
児童・生徒の

実態把握

③ 食育の目標設定

○学校教育目標を踏まえて設定

②
前年度の取組の
整理・評価結果

④ 食育指導計画作成
全体計画

各学年の年間指導計画

○食育の目標に沿った計画

⑤ 食育実践
各教科

学級活動・給食指導，道徳
総合的な学習の時間 等

○目標に沿った指導, 実感を伴う指導
○家庭・地域との連携
○体験的な学び, ふり返り
○基礎・基本の定着, 多様な気づき

⑥ 食育実践の評価
○目標に準拠した学習の評価
○食生活・行動変容の評価
○指導内容・方法・体制の評価

教
職
員
研
修
の
充
実

家
庭
・
地
域
に
お
け
る
食
育

学
校
に
お
け
る
食
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(3)
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(2)
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育
指
導
体
制
の
整
備

(1)

食育実践のプロセス

①
児童・生徒の

実態把握

③ 食育の目標設定

○学校教育目標を踏まえて設定

②
前年度の取組の
整理・評価結果

④ 食育指導計画作成
全体計画

各学年の年間指導計画

○食育の目標に沿った計画

⑤ 食育実践
各教科

学級活動・給食指導，道徳
総合的な学習の時間 等

○目標に沿った指導, 実感を伴う指導
○家庭・地域との連携
○体験的な学び, ふり返り
○基礎・基本の定着, 多様な気づき

⑥ 食育実践の評価
○目標に準拠した学習の評価
○食生活・行動変容の評価
○指導内容・方法・体制の評価

教
職
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実
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お
け
る
食
育

学
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に
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け
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育
指
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体
制
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備
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取組にあたっては 

ア 食育の内容・領域を把握し、学校の実態に合わせた目標を設定して実践すること 

イ 学校教育活動全体で取り組む環境（図表10の(1)〜(3)）を整備すること 

ウ 食育実践のプロセス（図表10の①〜⑥）を踏まえ、育てたい子ども像に沿って一貫した指導 

を継続的に行うとともに、評価に基づく改善に努めること 

が求められる。 

 

２ 食育の目標設定の考え方 

どのような目標（学習目標）を設定するかは、食育実践のプロセス（図表10①〜⑥）に一貫性

を持たせ、子どもたちが何を学んだかを評価するために最も大切である。そして、目標を設定す

るためには、あらかじめ食育の内容・領域を把握した上で、「どんな子どもに育てたいか」とい

う子どもの姿をイメージし、学校として必要とされる目標の枠組みを考えることが必要である。 

ただし、目標の枠組みには定められたものはなく、児童・生徒の実態をもとに、学校独自の判

断によって様々な枠組みを選択・設定し、具体的な目標を決定していくことが望ましい。しかし、

一方では、食育として学ぶべき幅広い範囲を網羅した実践が望まれる場合も多い。以下に、食育

の内容・領域を把握し、幅広い食育の内容のほぼ全てに対応した目標の枠組みとしてどのような

ものが考えられるかを示す。 

 

(1) 「食育基本法」「本プログラム」の枠組みと様々な学習目標の枠組みの対比 

図表11は、食育における様々な学習目標の枠組みを整理し、「食育基本法」「本プログラム」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 11 「食育基本法」「本プログラム」の枠組みと様々な学習目標の枠組みの対比 

 
本プログラム 

「食の大切さ」より 

㋐ ㋑ ㋒ 
「食育基本法」 

 
「食に関する指導の手引 
（文部科学省）」より 

(自給力・環境を
重視して) 

（体験活動を重視して） 

ⓐ 食育の内容・領域  

健康増進・健全な食生活 食べ方 

成長・健康増進・栄養 望ましい栄養・食事のとり方 

健康 食べ方 

健康・栄養 

喜び・楽しさ・生活リズム 食事の重要性・楽しさ・喜び 食の楽しみ / 
生活リズム・共食 人・家族とのつながり マナー・人間関係 

食に関わる人々の活動 

食べもの 
 

  生産〜消費 
   購入・調理・廃棄 

食物を大事にする心 
生産者に感謝する心 

食料の自給力 

食べもの 

生産〜消費 食料需給・自給率 

環境と調和した生産・消費 
環境 

自然の恩恵 自然の恩恵としての食べもの   自然の恩恵 

食文化 文化としての食べもの 地域産物・食文化 食文化 食文化 

ⓑ 育てようとする資質・能力・態度  

信頼できる 
食情報に基づく判断力 

  品質や安全性の判断力    

ⓒ 食育の方法  

食に関わる体験活動 
（生産〜消費） 

       体験 
調理 
栽培 

ⓓ 食育の方向  

     生活能力     

健全な心身  
→ 豊かな人間性 

心身の健康   
→「生きる力」の育成 

  人間形成     
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をもとに３つの枠組み例（㋐〜㋒）を比較できるようにまとめたものである。食育の枠組みの

選定と絞り込みの際の参考となるよう、ⓐ食育の内容・領域、ⓑ育てようとする資質・能力・

態度 、ⓒ食育の方法、 ⓓ食育の方向 の４つに分類して示している。 

 

食育の内容や目標の枠組みを考えるための基盤は、食育基本法資料と解説１）である。図表11の左

に、食育基本法の前文・条文を９つの目標の枠組みとして整理して示した。「健康増進・健全

な食生活」から「食文化」にいたる上段の６つは、食育の内容・領域を示している。「信頼で

きる食情報に基づく判断力」は、育てようとする資質・能力・態度に属する。「食に関わる体

験活動（生産～消費）」は食育の方法に、「健全な心身→豊かな人間性」は食育の方向に分類

できる。 

本県においては、中学校では給食が実施されていないところも多いこと、また栄養教諭未配

置校において食育を推進することから、食育基本法に基づき実践していくことが適当であると

考える。 

本プログラムでは、第１章図表１「食の大切さ」として、６項目の内容を示したが（ｐ３）、

この６項目は食育の内容・領域に相当する（図表11本プログラム「食の大切さ」より(以下「食

の大切さ」という））。食育基本法の「健康増進・健全な食生活」は、「食の大切さ」では３

項目の内容・領域に細分化してある。これは「健康づくりのための食生活指針」資料と解説４）の考

え方を取り入れたためである。一方、「食に関わる人々の活動」「食料需給・自給率」「環境

と調和した生産・消費」は、「食の大切さ」では「生産〜消費/購入・調理・廃棄」として１つ

の項目にまとめている。 

図表11の㋐は、「食に関する指導の手引 －第一次改訂版－」（平成22年3月）に示された目

標を枠組みとして整理したものである。この手引には、学校給食指導を中心とした食育の推進

方策として６項目の目標が明示され、それに基づく計画や指導案等も例示されているため、栄

養教諭を中核とした食育推進のための指針となっている。 

図表11の㋑は、本県の学校で行われてきた実践の枠組みの一つである。食料の自給力・環境

に重点を置き、生活能力、人間形成という、食育を健康課題だけに限定せず、大きな視点で捉

えたものである。 

図表11の㋒は、本プログラムでの「食の大切さ」を枠組みの基本とし、体験活動としての調

理と栽培を新たな枠組みとして設定したものである。調理活動・栽培活動を基本に食育を組み

立てる場合が多い小学校や特別支援学校などでの取組に有用な枠組みである。 

 

 (2) 枠組みに基づいた食育目標の設定 

図表12に、食育の内容・領域と方法をバランスよくほぼ全て網羅できる目標の枠組みと、各

枠組みごとの目標の具体例を示した。いずれも、本プログラムの内容と過去の実践をもとに作

成し、目標の枠組みは図表11（ｐ10）の㋑と㋒の長所を取り入れた形で設定している。 

学校の目標は、子どもの姿としての目標と、枠組み別の目標を併記してあるが、どちらか一
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    図表 12 枠組みに基づいた食育目標の設定例  

    図表 12A 学校の食育目標 例 

学校の目標 例 目標の枠組み 枠組み別 学校の目標 例 

子どもの姿 
「食べものを大切にして、みんなで楽し
く食べられる子」 
 
体験的な活動を生かして「食」の多様な
側面を理解し、「食」を大切にしようと
する心を育む。  
  

食べ方 

食べ方について学ぶ： 

食事バランスについて理解し、みんなと楽しく、リズムに気を
つけて食べることができる。 

食べもの 

食べものについて学ぶ： 

自然の恵みを実感し、生産する人の工夫や努力に感謝して、食
文化を尊重した食生活を送ることができる。 

体験 
体験的に学ぶ： 

栽培・調理の難しさや楽しさを体験し、協力して活動できる。 

    図表 12B 学年の食育目標（５学年）の設定（例示） 
目標の枠組み 目標 例 

食べ方 
健康・栄養 

食べ方に 
ついて学ぶ 

主食・主菜・副菜を基本とした食事バランスを理解し、食生活
に生かすことができる。 

食の楽しみ/生活リズム・共食
食事リズムと友達・家族と共に食べることの大切さを理解し、
マナーを守って、楽しく食べることができる。 

食べもの 

生産〜消費 / 食料の需給 

食べものに 
ついて学ぶ 

地域を生かした食料生産のあり方や工夫を理解し、食の問題を
考えることができる。 

自然 / 環境 
食べ物を通した命のつながりを理解し、自然の恵みに感謝でき
る。 

食文化 
多様な食文化を理解し、地域や日本の食文化を大切にした食生
活を送ることができる。 

体験 
調理 

体験的に 
学ぶ 

調理の基礎・基本を身につけ、家族や友達と協力して楽しく調
理できる。 

栽培 
栽培の基礎的な知識・技術を身につけ、協力して作物を育てて、
収穫の喜びを知る。 

 

方でも良い。また、図表12Aでは、学年の目標で用いられた７項目の枠組み（図表12B）を３項

目にまとめ、各々に目標を記述している。 

学年の目標は、枠組みを定め各項目について目標を記述しており（図表12B）、食育の内容・

領域に基づくと目標が立てやすい。枠組みは各学年共通とし、食育の全体計画に反映させる。

食育の学習目標は、実施可能な食育実践の内容・領域と「どんな子どもに育てたいか」という

子どもの姿から決定するのがよい。また、食育は幅広い内容・領域の学習を必要とし、内容・

領域ごとに目標を定めると学習内容との関連がわかり、評価もしやすくなる。図表12Bの食べ方

と食べものに対応した５つの枠組みは、「食育の内容・領域」を示している。体験に対応した

２つの枠組みは、体験的に学ぶことを強調する「食育の方法」として位置づけている。ただし、

栽培や調理は、具体的な目標を「栽培や調理を体験的に学ぶ」とし、栽培や調理に直接関連す

る内容は、「食べものについて学ぶ」の目標の記述から除いている。また、図12Bでは、「理解

する」「できる」を用いた例を示している。各学校・学年で重要と考えられる目標では、「理

解する」「できる」とすることで目標が明確になり、評価にまで結びつけやすい利点がある。 

 

各学校の実践においては、児童・生徒の実態に合わせ、枠組みを絞り込み、目標の数を減ら

して良い。また、具体的な目標の文章は、各学校で工夫し、できればより簡潔なものとした方

が良い。  

このような目標の枠組みに沿った具体的な目標の立て方については、以下の「４ 食育実践

のプロセスにおける留意点 ③食育の目標設定（ｐ16)」及び「５ 食育における目標設定と評

価の実際（ｐ22)」に記載する。 
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３ 学校全体で取り組むための留意点 

(1) 食育指導体制の整備 

ア 学校教育活動全体で取り組むための指導体制整備と役割の明確化   

学校における食育は、全ての教職員が参画し、学校教育活動全体で取り組まなければなら

ないため、食育を推進するための委員会を設置するなど、目標や計画づくりの中心を担う組

織や教職員の役割の明確化が必要である。また、前年度の評価をもとに指導体制を見直して

いくことは、体制の整備に最も有効な手段である。 

なお、市町教育委員会が中心となって、食育推進体制の整備と機能の充実を図り、学校に

おける食育の指導体制の整備を支援することが求められる。 

 

イ 栄養教諭等が持つ専門知識・技術の活用（ｐ４、５参照）   

食育推進の主体は全ての教職員であることを一人ひとりが自覚し、栄養教諭等に全てを任

せることがないよう留意する必要がある。このことを十分意識した上で、食育のコーディネ

ーターを担う栄養教諭等が持つ専門知識・技術の活用は、食育実践を充実したものとするた

めにきわめて有効である。 

栄養教諭等は、調理の知識を持ち、給食の献立を作成し、安全で美味しく、食育にも役立

つ学校給食を提供している。加えて、給食を「生きた教材」として活用することや、給食に

関連づけた食育だより等を通した家庭への発信が、栄養教諭等に期待されており、未配置校

においては、他校や共同調理場で勤務している栄養教諭等との連携が大切になる。「本県の

めざす学校における食育のイメージ」（ｐ８）における調理や食べ方の指導、給食指導、更

には食育指導計画の作成には、栄養教諭等の専門知識を有効に活用することが望まれる。 

なお、本プログラムでは詳しく扱わないが、学校での食育には、肥満や痩身、偏食傾向な

どに対する個別的な相談指導も含まれる。この役割にも栄養教諭等の専門知識が活かされる。 

 

(2) 教職員研修の充実 

食育を推進していくためには、全ての教職員が「食育」に関心を持って、食の大切さを認識

し、「食育の目標」を十分に理解するとともに、それぞれの役割を果たすための意識と意欲の

向上が必要である。学校長のリーダーシップのもと、全ての教職員が関わって目標設定と計画

作成を行うことにより意識と意欲の向上を図ることが可能となるが、状況に応じて、専門家等

による研修を実施することで、より明確な目標・計画にすることができる。 

また、授業研究を通した指導技術の向上や学期ごとあるいは年度末に事前・事後の様々な調

査結果等を踏まえての推進状況の評価の際に研修を実施し、また、適宜研修内容を点検し、そ

の充実を図ることにより、全ての教職員が実践過程を把握、確認できるようにすることが望ま

しい。 

 

(3) 家庭・地域との連携 

児童・生徒にとって第一の食育の場は、本来家庭にあると考えられ、家庭との連携を強化す
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ることが重要となる。また、地域やその他の関係機関・団体の参画は、幅広い領域にわたる食

育の学習を深めるために必要となる。そして、このような家庭や地域との連携を、学校全体で

取り組む食育の一環として位置づけることが必要である。 

ア 家庭との連携   

家庭との連携においては、保護者の要望や家庭での児童・生徒の食生活を把握すること、

学校における食育の考え方を十分説明すること、そして、このような双方向のコミュニケー

ションに基づき、同じ意識、同じ目線で食育に取り組んでいく体制を築いていくことが求め

られる。学校での児童・生徒の学習内容・取組を知らせるとともに、食育に関する授業や給

食参観、食育関連の行事等への積極的な参加を求め、必要に応じて講演会等の研修の機会を

設定して、コミュニケーションを促し、啓発活動に努めていくことが必要となる。研修にお

いては、児童・生徒に関わること、大人自身にも関係することなど、できるだけ具体的な事

例を取り上げ、時には実習等の体験活動も組み入れながら行うことが有効である。 

このようなあらゆる機会を活用して、保護者の要望を受け、学校の考え方を伝えて、食を

大切にしていく子どもたちを学校と家庭で共に育てていくことが必要である。 

 

イ 地域との連携   

各学校の特色に合わせ、地域と連携することで、食に関する幅広い領域を学ぶことができ

る。学校教育のあり方や計画した指導の目的について十分な理解を得た上で参画を求め、

様々な食の領域における地域の専門家等と可能な限り計画段階から連携を図ることが重要

である。 

伝統食・郷土食等の導入支援、体験学習における支援など、設定した目標や食育の指導計

画の内容に応じた専門的な知識・技術を有した地域の人材*に協力を求めていくことで、実感

を伴う指導や学びの深まりが期待できる。また、食育関連の行事等を開催するときには、地

域住民に参加や協力を得ることが望ましい。  
 

*   専門的な知識・技術を有した地域の人材としては、例えば「農業従事者、食品流通業者、栄養や医療等専

門職種に通じた人々、地域の歴史や文化に通じた高齢者等」が考えられる。 

 

４ 食育実践のプロセスにおける留意点 （図表10 ①〜⑥）（ｐ９） 

① 児童・生徒の実態把握 

学校における食育を推進するにあたり、各学校の食育の目標を明確にするためには、食生活

の調査を行うなど児童・生徒の実態を把握する必要があり、これは、具体的な指導を的確に行

うためにも必須である。この時、食生活の実態把握だけではなく、児童・生徒の食に関する知

識や技能、食全体に対する様々な意識・理解、食生活の改善に向けての意欲等も把握しておか

なければならない。また、農村地帯と都市部では、食全体に対する意識が大きく異なること等

が予想されることから、家庭・地域の状況も理解しておくことが望ましい。 

なお、食生活の実態把握においては、家庭独自の方針やプライバシーには十分注意を払い、
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その後の実践においても性急な食生活の改善を求めることがないよう留意する必要がある。 

 

② 前年度の取組の整理・評価 

新年度の食育実践は、児童・生徒の実態把握に加え、前年度の取組の整理と評価に基づいて

計画されるべきである。食育は、各教科、特別活動（学級活動・給食指導、学校行事等）、道

徳、総合的な学習の時間において取り組まれるが、時間枠ごとに取組を整理・評価（学習の評

価）し、これを新たな目標の設定と年間指導計画に役立てていく必要がある。 

評価方法の妥当性や結果の客観性は、データを元に分析的に評価することで高められるが、

目標が明確で教職員間でしっかり共有されていれば、児童・生徒の学習活動の姿を見取った意

見を、食育推進のための組織や各学年・教科ごとの教職員組織で集約することで十分な場合も

多い（③、⑥（ｐ20）及び５食育における目標設定と評価の実際（ｐ22）、図表29（p39) 参照）。

このようにして得られた評価・検証結果をもとに新年度の目標を考え、指導計画の作成、食育

実践につなげていく。 

ア 教科内容に関わる取組の整理・評価   

食育の基礎・基本の多くは、教科の学習内容として学ばれている。また、教科学習を深め

たり、身近に感じさせるために、食育に関連した教材が用いられている場合も多い。そのた

め、食育と各学年の教科内容の関連性を十分に整理し、各教科内容を食育と関連づけること

から始める必要がある。 

ただし、食育に関連づけることができる各学年の教科内容は、同じ教科書を用いている限

り、毎年ほぼ同様と考えられる。家庭科／技術・家庭科の食生活の単元、体育科／保健体育

科の健康の３要素に関わる単元、社会科の農業に関わる単元や地域学習の単元などを何学年

でどのように扱うかは、教科書にかかわらずどの学校でもほぼ毎年同じと考えられる。 

その上で、どのような目標を立てて食育と関連づけた授業を行ったかを各教科・各学年で

整理し、目標が達成できたかどうか、目標は妥当だったかどうかを評価・検証する。 

 

イ 特別活動（学級活動・給食指導、学校行事等）で行われる取組の整理・評価  

教科の内容ほど定められたものではないが、学習指導要領には、学級活動の指導事項とし

て、「食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成」が明記されており、一般的

に各学校とも「食べ方」に関わる内容を扱う。給食指導における「食べ方」の指導は、小学

校低学年では最も大切な生活指導の一つである。そして、「食べ方」は食生活調査等で評価

しやすい領域でもある。食生活の調査結果は、「食べ方」に関わる学校の目標と各学年の目

標を定める重要な指標の一つとなり、また、食生活調査の結果を踏まえた目標は、新年度の

学級活動・給食指導における食育の内容の改善につながる。 

ただし、「食べ方」は教科としての家庭科／技術・家庭科の食生活分野で最も詳しく系統

的な学習がなされるため、この教科学習の評価を、該当する学年の取組の整理・評価に加え

る必要がある。 
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ウ 総合的な学習の時間で行われる取組の整理・評価   

総合的な学習の時間における学習内容は定められていないため、前年度の食育の取組の整

理・評価は、必ずしも今年度の目標設定や指導計画の作成に直接生かされるとは限らない。   

しかし、この時間枠は、食育の目標に従って学校・学年独自に学習内容を定めていく時に

最も重要な役割を果たすため、取組の整理・評価は、食育の目標設定→指導計画作成→食育

実践にとって必須と考えられる。 

また、小学校では、栽培活動など、特に体験的な食育の学習が、ほぼ毎年この時間枠を使

って同じように行われていることが多い。このような場合には、前年度の取組の整理・評価

が、今年度の取組の目標設定にきわめて重要な役割を果たす。 

 

エ 道徳で行われる取組の整理・評価 

学習指導要領では、道徳の評価について「児童・生徒の道徳性については、常にその実態

を把握して指導に生かすよう努める必要がある。ただし、道徳の時間に関して数値などによ

る評価は行わないものとする。」と記載されている。 

児童・生徒が自己のよりよい生き方を求めていく努力を評価し、新たな目標への努力を

支援するとともに、それぞれの時間のねらいとのかかわりにおいて、児童・生徒の心の変

容を様々な方法でとらえ、適切に評価し、指導の改善に活かすことが求められている。し

たがって、道徳の中で行われる食育についても目標を定め評価を行うのが適当である。 

 

③ 食育の目標設定 

学習目標の設定は、食育実践のプロセスで最も大切な事項である。実施可能な食育実践の内

容と「どんな子どもに育てたいか」という子どもの姿、そして、児童・生徒の実態と前年度の

取組の整理・評価結果から目標を設定する。食育の目標には、学校の目標、各学年の目標、単

元の目標、本時の目標があるが、ここでは、指導計画の作成に重要である、学校の目標と各学

年の目標に焦点を当てる。 

学校の食育の目標は、国、県、市町等の食育に関する法、条例、方針に配慮しつつ、学校教

育目標を踏まえ、そして、何よりも各学校の児童・生徒の実態に即して設定する。実態把握に

加え、前年度の取組の整理と評価も、食育の目標を設定するために重要な役割を果たす。学校

の目標の設定段階から、図表11（ｐ10）、図表12（ｐ12）に示したような食育の目標の枠組み

を考え、学校として必要とされる項目を絞り込んで、目標を設定することが望ましい。この時

「どんな子どもに育てたいか」という子どもの姿を学校の目標として示すことで、イメージの

共有を図ることができる。 

各学年の目標は、学校の目標との整合性を考慮しつつ、また、実際に行うことが可能な食育

実践の内容を見据えて作成する。小学校では、学年目標を、低学年・中学年・高学年の目標と

いう形で定めている場合が多い。 

図表13に学年目標と教科等の実践内容の関係を示した。食育の目標の枠組みを考え、各項目
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図表 13 食育実践における学校の目標、学年の目標、単元目標の関連（例）

ごとに具体的な活動と学年目標との関連を図表13のように把握することで、年間指導計画の骨

格が定まるとともに、食育実践と目標に準拠した学習評価が可能になる（目標→学習内容→評価）。 

総合的な学習の時間の時間枠を食育で十分に使える場合には、食育の目標に自由度が増し、

目標から学習内容を定めることが容易である。しかし、教科学習を中心に指導計画を立てた場 

合、学校における食育の学習や活動内容は教科の内容に制約を受けるため、目標を学習内容に

沿うようにする必要がある。 

例えば、小学校５年生の１学期の社会科では農業と米作りを扱うのが一般的であるが、その

場合、５年生の１学期の食育の目標の１つに、食料の需給に関わる目標を重点項目として設定

することが考えられる。このように、可能な食育実践の内容を考えた上で目標を定めていく（学

習内容→目標）ことが必要な場合も多い。 
 

 

学校の目標 

（「育てたい子どもの姿」を記載。文章での記載に代替させても良い） 

（学校の目標を文章で記載。「育てたい子どもの姿」に代替させても良い。 
目標の枠組みごと的な記載との整合性を考慮） 

A B C D E F 

      

 （選択した目標の枠組みＡ～Ｆ各項目ごとの具体的な目標を記載）  

      

学年の目標 

      

 
（ 学校の目標との整合性、発達段階、 

教科の内容との整合性を考慮して目標を記載） 
 

      

教科単元 a    ◎    

教科単元 b ○   ◎ ○ ○ 

教科単元 c  
     

  ◎ 
（各単元の目標はこの関連表に沿って、 
 指導案の「食育としての視点」に記載） 

教科単元 d   ○ 
    

学級活動 ◎ ◎ ○ ○  ○ 

総合的な学習の
時間 

◎  ○  ◎ ◎ 

         （学年の目標達成に最も関連が高い単元に◎ 学年の目標に関連を持つ単元に○） 

 

④ 食育指導計画作成（全体計画、各学年の年間指導計画） 

食育指導計画は、目標設定と一体化した形で作成することが必要である。このような形で作

成された指導計画は、充実した食育実践と目標に準拠した学習評価につながる。 

図表14に小学校５学年１学期の目標と教科等の内容との関連を示したが、５学年の年間指導

計画の骨格を示したものとなっている。図表14では、調理の目標と生産〜消費/食料の需給の目

標は教科学習に依存している。教科の学習内容を把握した上で、目標達成のために更に必要と

される食育の内容を総合的な学習の時間や学級活動で学ぶように計画していくことで、学年目

標と実践内容との整合が図れ、学年の年間指導計画はほぼ完成する。 
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全体計画は、各学年の年間指導計画の作成によりほぼ完成する。そして、全体計画の目標 

との整合が図れ、また、食育全体の活動が「第１章で記した『本県の学校における食育推進の

基本的な考え方』の①〜⑤」（ｐ７）に沿って実践できるかどうかを確認することにより、指

導計画が完成する。 

 

⑤ 食育実践 

 食育実践は、各教科、特別活動（学級活動・給食指導、学校行事等）、道徳、総合的な学習

の時間等を活用して進められる。各時間の特性を生かし、またそれぞれの目標を踏まえて食育

の学習を組み込んでいく必要がある。 

ア 各教科での取組 

各教科には、教科の目標があり、指導事項が定められている。単元計画に食育を明示する

場合には、教科の目標とは別に食育の視点を書き入れると良い（５食育における目標設定と

評価の実際（ｐ22）参照）。そして、教科の内容を学ぶことで、結果として食育の目標も達

成することにつながる計画とすることが最も望ましい。ただし、家庭科／技術・家庭科の食

生活分野や社会科の農業に係る単元等では、食育の目標に一致している内容を学ぶため、食

育の視点を特に示す必要はないと考えられる。 

 

イ 特別活動での取組 

学級活動では、学校で設定した食育の目標、特に食べ方の目標を学習計画に直接反映でき

る。望ましい食習慣や食事マナーに関わる基礎・基本の習得を目標として、繰り返しや振り

返りを組み込んで、学習の定着を図ることが望ましい。 

 

図表 14 食育実践における学校の目標、学年の目標、単元目標の例示（５学年１学期）  

学校の目標 

「食べものを大切にして、みんなで楽しく食べられる子」 

体験的な活動を生かして「食」の多様な側面を理解し，「食」を大切にしようとする心を育む 

食べ方について学ぶ 食べ物について学ぶ 体験的に学ぶ 

食事バランスについて理解
し，みんなと楽しく，リズ
ムに気をつけて食べること
ができる 

自然の恵みを実感し，生産する人の工夫や
努力に感謝して，食文化を尊重した食生活
を送ることができる 

栽培・調理の難しさや楽し
さを体験し，協力して活動
できる 

５学年の目標 

食の楽しみ/
生活リズム・

共食 
健康・栄養 自然 / 環境 生産～消費 / 

食料の需給 食文化 栽培 調理 

食事リズムや
「共食」の大切
さを理解し、マ
ナーを守って、
楽しく食べる
ことができる 

主食主菜副菜
を基本とした
食事バランス
を理解し，食生
活に生かすこ
とができる 

食べ物を通した
命のつながりを
理解し，自然の
恵みに感謝でき
る 
 

地域を生かした
食料生産のあり
方や工夫を理解
し，食の問題を
考えることがで
きる 

多様な食文化を
理解し，食文化
を大切にした食
生活を送ること
ができる 

栽培の基礎的な
知識・技術を身
につけ，協力し
て作物を育て
て、収穫の喜び
を知る 

調理の基礎を身
につけ，家族や
友達と協力し
て、楽しく調理
できる 
 

社会科 
これからの食料生産 

 ○ ○ ◎ ○   

家庭科 
元気な毎日と食べもの ○ ◎  ○ ○  ◎ 

学級活動 
楽しく食べる工夫 

◎ ◎      

総合的な学習の
時間 

バケツ稲栽培活動 

  ○ ◎ ○ ◎  
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ウ 道徳での取組 

食育と関連する道徳の内容を十分理解した上で、道徳的な心情、判断力、実践意欲と態度

などの道徳性を養うことが大切である。 

 

エ 総合的な学習の時間での取組 

総合的な学習の時間は、学校の実態に合わせた食育の目標を学習計画に直接反映できる。

学習指導要領に記載された目標に合致する範囲内で、栽培活動などを積極的に取り入れて体

験的な学びを促したり、問題解決的・探求的な学習を組み込むことが大切である。また、教

科の発展学習や体験的な学習を目的に合わせて計画することが可能であり、食の持つ多様な

側面を関連づけ、新たな気づきを促すために活用することが望まれる。 

 

オ 生活指導での取組 

食育は、学習としての側面と同時に、生活指導の一環としての役割も併せ持っている。学

級活動に限らず、生活指導の様々な場面に食育の指導を組み込むことで、生活習慣全般の改

善に結びつけることも期待できる。 

 

カ 取り組む上での留意事項 

＜目標に沿った指導、多様な気づき、体験的な学び、実感を伴う指導＞ 

・食育実践は、各学校の実態に基づいて設定した目標に沿ったものとすることを心がける。 

・児童・生徒が食の持つ多様な側面に気づき、食の大切さを学ぶことができる指導とする。 

・「食べ方」の指導においては、栄養バランス資料と解説４）５）に加え、生活リズムや人とのつな

がりも大切であることを押さえる。 

・「食べもの」が、食料の生産に関わる人々や自然の恩恵であり、人の長い歴史を踏まえた

文化であることを理解し、感謝できるように取り扱う。 

・体験的な学習等を活用し、実感を伴う指導となるよう留意する必要がある。 

・「食べもの」「栽培」に関しては、特に発達段階に応じた指導、実感を伴う指導が求めら

れる。 

・生きた教材としての学校給食や各教科、道徳、特別活動と体験的・探求的に学ぶ総合的な

学習の時間を関連づけて実践することが有効である。 

・学校給食や児童・生徒が作る弁当を「生きた教材」として活用した学級活動・給食指導や

家庭科／技術・家庭科等は、重要な実践の場となる。 

 

＜食育の基礎・基本の定着、繰り返しと振り返り、教科内容との関連づけ＞ 

・「食べ方」「調理」に関する学習においては、食育の基礎・基本の定着が求められる。（図

表15） 

・体験活動等を通した実感を伴う指導は、基礎・基本の定着のためにも必要と考える。 
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食育の基礎・基本で教科の内容となっているもの 

【家庭、技術・家庭〔家庭分野〕】 【体育、保健体育】 
食に関心を持つ、バランスのよい食事のとり方、
食品群・料理構成の考え方の理解、栄養素の理解
（中学校）、調理技術の習得、安全衛生の留意、
食品の購入（中学校） 

健康によい生活の仕方（食事・運動・睡眠の大切さ、調
和のとれた生活）、病気予防の大切さ 

 

食育の基礎・基本で食生活指針に示されているもの 

○  食生活指針:  
  我が国の食生活の状況をふまえ、国民の望ましい食生活のあり方をわかりやすい実践的な指針として文
章表現したもので、国民各層の理解と実践の促進が、平成12年に国レベルで決定されている。10の大項目
（指針）とその中の小項目（実践のために取り組むべき具体的内容）からなり、大項目としては例えば次
のような項目が記載されている。 

 
 ・食事を楽しみましょう 
  （小項目ではおいしい食事を味わうこと、家族団らんの大切さも記載されている） 

 ・食事のリズムから、健やかな生活リズムを 
  （小項目では、朝食摂取の大切さ、夜食・間食の注意が記載されている） 

 ・主食・主菜・副菜を基本とした食事バランスを 
  （「食事バランスガイド」の理解・活用も求められている） 

 ・適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を 

 ・食文化や地域の産物を活かし、ときには新しい料理も 

図表 15 食育「食べ方」の基礎基本と教科学習・食生活指針 

・基礎・基本の定着には、繰り返しと振り返りを組み込んだ指導も効果的と考える。 

・「食べもの」に関する内容については、社会科（地域学習、農業及び水産業における生産・

流通・消費）、理科（体のつくりと働き、生命の尊重、生命の連続性、自然環境の保全）、

生活科（栽培）、技術・家庭科〔技術分野〕（作物の栽培）等の内容と関連づけると良い。 

・家庭科、技術・家庭科〔家庭分野〕、体育科、保健体育科における「食」に係る内容、及

び「食生活指針」資料と解説４）を押さえておくことが基礎・基本にとって重要となる。 

 

＜家庭・地域との連携＞ 

・保護者の要望や家庭での児童・生徒の食生活を把握することや学校における食育の考え方

を十分説明することが大切である。 

・家庭・地域と双方向のコミュニケーションをとり、同じ意識、同じ目線で食育に取り組ん

でいく体制を築いていくことが求められる。 

・学校での児童・生徒の学習内容・取組を知らせるとともに、食育に関する授業や給食参観、

食育関連の行事（講演会）等への積極的な参加を求める。 

・食を大切にする子どもたちを学校と家庭で共に育てていく意識を醸成する。 

 

⑥ 食育実践の評価 

食育実践の評価としては、ア 学習の評価  イ 食生活・行動変容の評価  ウ 指導内容・方法

や指導体制の評価が考えられる。イの「食生活・行動変容の評価」を除いて実践事例は少ない

が、次項の「５ 食育における目標設定と評価の実際」も参照しながら、各学校の実態に合わせ

た工夫が求められる。 



  

21 

ア 学習の評価   

学校や学年の目標の達成度は、目標に沿った学習活動における望ましい子どもの姿につい

て、教職員が共通理解をすることにより、学校全体としての評価ができる。 

しかし、各単元の目標の達成度をもとにした、分析的な評価を加えることで、妥当性や客

観性はより高まるであろう。各単元の学習評価のためには評価規準を明文化することが望ま

しく、必要に応じて観点別に設定する。評価規準に沿って単元での学習を評価し、さらに、

図表13、図表14（ｐ17、18）に示したような単元計画と年間指導計画・全体計画の関連性を

踏まえることで、年度もしくは各学期の食育実践における分析的な学習評価を行うことがで

きる。 

各単元の目標の達成度は、通常、授業の中での形成的評価のためのテストや単元末の総括

的評価のためのテストで行われる。しかし、ペーパーテスト以外の評価方法、例えばポート

フォリオ、パフォーマンスなどの評価を組み合わせ、工夫して評価することが大切である。

児童・生徒の自由な振り返りや特定の課題に関する記述を一定の基準を決めて評価したり、

ＫＪ法もしくはそれに類する質的分析法で評価していくことが有効である場合も多い。 

 

イ 食生活・行動変容の評価   

様々な食生活調査の様式が活用できる。全国の傾向との比較ができることから、日本スポ

ーツ振興センターの児童・生徒の食事状況調査報告書（ｐ36）をそのまま使う場合も多い。

ただし、各学校で、各時間枠の目標に準拠して評価していくことが原則となる。目標を改め

て考え、そのために必要な評価項目を各学校で設定していくことが望まれる。 

 

ウ 指導内容・方法や指導体制の評価   

 指導方法や指導体制の評価においても、学校独自の評価方法が本来は必要と考えられる。 

しかしながら既存の評価方法を用いることで十分な場合も多く、例えば、食に関する指導

の手引（文部科学省）に記載されている評価方法も有効である。 
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５ 食育における目標設定と評価の実際 

(1) 学習目標設定の実際 

目標設定は、食育実践に一貫性を持たせ、さらに子どもたちが何を学んだかを評価するため

に最も大切なことである。目標設定については、「２ 食育の目標設定の考え方」（ｐ10）、「４

 食育実践のプロセスにおける留意点③」（ｐ16）のとおりである。ここでは、具体例を示しな

がら要点を改めて整理する。 

ア 学校と学年の目標設定の要点 

 本プログラムでは、「目標の枠組み」（図表11 ｐ10）に食育の内容・領域を例示してお

り、食育の評価のためには、具体的な目標を各枠組みごとに設定することが望ましい。 

 食育の目標は、 

 ① 食育の内容・領域 

 ② 「どんな子どもに育てたいか」という子どもの姿（「食育において育てようとする資

質・能力・態度」） 

 ③ 児童・生徒の実態 

 ④ 前年度の取組の評価結果 

から、決定される。したがって、各学校は、図表11を参考にして目標の枠組みを整理・決定

し、各枠組みごとに②〜④を踏まえ、具体的な目標を設定していくことになる。その際、実

際に目標に沿ってどのような学習が可能か（目標→学習内容）、どのような内容が教科とし

て学ばれ、目標につながっているか（学習内容→目標）を十分に検討して、最終的な目標を

設定する必要がある。各学校における目標はそれぞれ異なってくるであろうし、独自のもの

とすることが望ましい。しかし、各学校での検討の上、優れた他校の実践、本プログラムや

食に関する指導の手引等に記載された目標をそのまま使用しても良い。 

 

イ 事例に見る学校、学年の目標の設定 

図表13（ｐ17）に加え、目標を書き込んだ全体計画の例（図表16A～16C）と学校の実態に

合わせた様々な目標設定の例（図表17）を示している。また、各図表の解説をｐ27に示して

いる。 
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  図表 16 食育全体計画例   

     図表 16Ａ （小学校） 
 

 食育（食に関する指導）の全体計画 
                   研究校（一部改変） 

児童の実態 
○素直で明るく、給食が好きだが、マナーが

身についていない子もいる。 
○自然環境には恵まれているが、畑の

作物や地域の自然に興味を持つ子が
少ない。 

○教育熱心で協力的な家庭が多いが、
保護者の考え方が多様化してきてい
る。 

 

学校教育目標 
よく考え、やさしく、たくましい子 

 

・教育基本法 
・学校教育法 
・食育基本法 

・県指導の重点 
・市教育努力目標 

食育の目標  
食べものを大切にして、みんなで楽しく食べられる子 

○食事バランスを理解し，皆と楽しく，マナーを守って食べることができる。 
○自然の恵みを実感し，生産する人の努力と工夫に感謝して，食文化を尊重し

た食生活を送ることができる。 
○栽培・調理の難しさや楽しさを体験し，協力して活動できる。 

【家庭の願い】 
 ・明るく健康で、元気な子に 
 ・何でもおいしくマナーを守って食べる子に 
 ・食べものを大切さにできる子に 
 ・自然を大切にできる子に 

 

食育の到達目標 
 低学年 中学年 高学年 

（楽しみ・リズム・共食） 
マナーを守って、みなといっしょにたのしく食べる
ことができる。 

マナーを守って、みんなといっしょに、リズムを守
って楽しく食べることができる。 

食事リズムや共食の大切さを理解し、マナーを守っ
て、楽しく食べることができる。 

（健康・栄養） 
食べものの名前とかんたんなはたらきを知り、しゅ
しょくとおかずをいっしょに食べることができる。 

主食を中心とした食品の組み合わせについて理
解し、バランスよく食べることができる。 

主食・主菜・副菜の役割と食品群の関係を理解し，
バランスよく食べることができる。 

（自然の恩恵） 
いのちのつながりを感じ，食べものを大切にでき
る。 

命のつながりを実感し，食べものを大切にでき
る。 

食べ物を通した命のつながりを理解し，自然の恵み
に感謝して食べることができる 

（生産〜消費、食料需給） 
いろいろなしごとがあることを知り、田畑ではたらく
人にかんしゃできる。 

地域の田畑で働く人の工夫と努力を理解し，感謝
できる。 

地域を生かした食料生産の工夫と努力を理解し，食
の問題を考えることができる。 

（食文化） 
ちいきの思いを知り、ちいきでとれた食べものを大
切にできる。 

地域のくらしと食べ物との関係を理解し，地域の
食文化を大切にできる。 

多様な食文化を理解し，食文化を大切にした食生活
を送ることができる。 

（栽培） 
ともだちと力を合わせて作物を育てることができ
る。 

かんたんな栽培方法がわかり，協力して作物を
育てることができる。 

基礎的な知識・技術を身につけ，協力して作物を育
てることができる。 

（調理） 
みんなときょうりょくして配ぜんや片づけができ
る。 

食事のお手伝いができ、友だちや家族と協力し
てかんたんな調理ができる。 

調理の基礎を身につけ，家族や友達と協力して調
理できる。 

 

    第 １ 学年 第 ２ 学年 第 ３ 学年 第 ４ 学年 第 ５ 学年 第 ６ 学年 

教 

科 

国語 
おおきなかぶ 
だれがたべたのでしょう 

さけが大きくなるまで 
かさこじぞう 

白菜ぎしぎし 
生き物のとくちょうを説明
しよう 

花を見つける手がかり   

社会     
わたしたちのくらし 
買い物に行く店 町の人た
ちがうけつぐ行事 

健康なくらしとまちづくり 
わたしたちの県のまちづ
くり 

食料生産を支える人  々
これからの食料生産 

米づくりの起こり 戦中戦
後の日本 世界の国々
のくらしと文化 

理科     
植物をそだてよう 
植物の体をしらべよう 
花と実をしらべよう 

あたたかくなると 
生き物の１年を振り返っ
て 

生命のつながり 
花から実へ 

生き物のくらしとかんきょ
う 植物の体のはたらき 
動物の体のはたらき 

生活 

大きく育て、あたらしいい
のちを育てる 
いもほりをしよう 
給食はどうやってできて
いるのかな？ 

きんチャンばたけをつくろう 
おいしいやさいになぁ～
れ 
どんなお仕事？ 
家の仕事にちょうせん 

      
  
  

体育     けんこうによい一日の生活 
よくかんで食べよう 
育ちゆくからだ 

 生活の仕方と病気の予防 

家庭         

かんたんな調理をしてみ
よう 元気な毎日と食べ
物（主食主菜副菜と食品
群） 家族とほっとタイム 

見直そう朝の生活 朝食
に合うおかずづくり（主食
主菜副菜と食品群） くふ
うしよう楽しい食事 

道徳 
おとうさんのカレーライス 
きゅうしょくじまん 

いただきます 
大きくなるためのえいよう 

わたしとりょうり， 
世界文化ウオッチング 

夕飯のしたく、正の手つだ
い、半分のおにぎり 

いただきます 
土は命のお母さん 

おばあちゃんの心 

総合的な 
学習の 
時間 

    

育てよう！味わおう！ 
EM 菌パワーを調べよう 
菌チャン畑をつくろう 
さつまいもを使った料理 
ぼかしづくり 

グリーンカーテン・さつま
いもの栽培・エコクッキン
グ・さつまいもを使った料理 
命について考えよう 
身近な環境を考えよう 

バケツ稲に挑戦しよう 
サツマイモを使ったお菓子 
地域の方々と交流しよう 
ぼかしづくり 

米づくり体験 
サツマイモを使ったお菓子 
お弁当づくりに挑戦 

特   

別   

活   

動 

学級 
活動 

きゅうしょくとうばんのし
ごと げんきなうんこ 
ごはんとおかず・３色の
大切さ さつまいもパー
ティー 

今日のきゅうしょくはなー
に？ 給食の仕事 
ごはんとおかず・３色の
大切さ 親子でおにぎり
をつくろ 

給食の食材はどこから？ 
ごはんとおかず・３色の
大切さ 
よりよい水分補給おやつ
とり方 

みんなで楽しく食べるた
めに ごはんとおかず・３
色の大切さ 朝食の大切
さ 虫歯の予防 

給食の歴史を調べよう 
楽しく食べる工夫 
虫歯の予防 
風邪の予防 

中学生の心構え 
食事と運動を大切にした生
活 

 １学期 ２学期 ３学期 

給食の 

時間 

低学年 

給食を知ろう、友だちと協力した準備や片づけ 
楽しく食べよう、よくかんで食べよう、正しい箸の使い方，給食を作ってくれる人たちに感謝して食べよう 
食べものの名前を知ろう、しゅしょくとおかずについて知ろう、３色と食べものの働きを知ろう 
いのちのつながりにいただきます、季節の食べ物を味わおう 

中学年 

友だちと協力した準備や片づけ 
協力し合って楽しく食べよう、よく噛んで食べよう、正しい箸の使い方、給食を作ってくれる人たちに感謝して食べよう 
主食・主菜・副菜の役割と３色の大切さを知ろう、食べ物の働きと大切さを知ろう 
命のつながりにいただきます、給食の食材はどこから？ 季節の食べ物を知り味わおう 

高学年 

友だちと協力して、責任を持って準備や片付けをしよう 
協力し合って楽しく食べよう、よく噛んで食べよう、正しい箸の使い方、給食を作ってくれる人たちに感謝して食べよう 
主食・主菜・副菜の役割と食品群の関係を理解しよう、食べ物の働きと大切さを知ろう 
命のつながりにいただきます、給食の食材はどこから？ 季節の食べ物を知り味わおう 

学校行事 等 
身体測定，学校医検診、家庭訪問，自然学校 
オープンスクール にこにこ給食 

身体測定，運動会、健康フォーラム オープンス
クール、就学時健康診断 にこにこ給食 

身体測定、参観日，学級懇談 
にこにこ給食 

児童会活動 新入生を迎える会 
チャレンジランキング集会 

おやつ集会、 食に関するクイズ集会 ビデオ委員会による給食振り返り 
６年生を送る集い 

個別指導 肥満傾向・痩身傾向の児童や相談希望者に長期休業中を含め，生活チェックや食事内容について栄養教諭等と養護教諭による個別指導を実施 

家庭・地域との 
連携 

・食に関する授業参観日  ・オープンスクールでの啓発授業 ・学校だより発行 ・学年，学級だより発行 ・保健だより発行   ・食育通信発行 ・「健
康フォーラム」の開催   
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 図表 16 食育全体計画例   

     図表 16B （小学校） 
 

                                         食育（食に関する指導）の全体計画                           研究校（一部改変） 

                                              

児童の実態 
・給食は好きだが、好みに
偏りがある。 

・食生活・健康についての
関心が薄い。 

・朝食の摂取率は高い。 
・決まった時間に食事をして
いる。 

・毎日排便する習慣が少ない 

 学校教育目標 
 

こころ豊かな輝く○○っ子の育成 
～伸びる子・思いやりのある子・元気な子～ 

 

・教育基本法 
・学校教育法 
・学習指導要領 
・食育基本法 
・食育推進基本計画 
・兵庫県指導の重点 
・（市）学校園方針 

  

   

 

食に関する指導（食育）目標 
・生涯にわたって健康で生き生きとした生活を送ろうとする子 
・楽しい食事や給食活動を通して、豊かな心を育もうとする子 

 
つながろう、食を楽しもう、かしこく食べよう 

 

 

幼
稚
園
・
保
育
所
と
連
携 

 各学年の発達段階に応じた食育（食に関する指導）の到達目標  

中
学
校
と
連
携
す
る 

低学年 中学年 高学年 特別支援学級 

・給食の準備や後片付けを協力してで
きる。 

・みんなと楽しく食べることができる。 
・食べ物に関心をもち、嫌いな食べ物で

も親しみを持つことができる。 

・野菜を育てることによって人や自然と
ふれあうことができる。 

・食事のマナーを考えて楽しい雰囲気
の中で食べることができる。 

・赤・黄・緑の食品の、それぞれの働き
を知り、好き嫌いなく食べようとする。 

・食を通して、人と人とのつながりやふ
れあいを深め、好ましい人間関係を
育てる。 

・感謝の心をもって、心豊かな食生活を
することができる。 

・日常の食事に関心をもち、バランスの
とれた食事の大切さが分かる。 

・周りの人と仲よく食事をすることがで
きる。 

・みんなで楽しく食事をするこができ
る｡ 

・食べ物に関心をもち、食べ物の名前
を知る。 

 
 

 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 特別支援学級 

教 

科 

国語 
はきはきあいさつ 
おきなかぶ・サラダで
げんき 

かたかなで書くことば 
かさこじぞう 

 走れ  海のいのち 
ふるさとの良さをしょう
かいしよう 

国語 
 食べ物の名前を覚

えよう 
 食べ物カルタを楽

しもう 
 感謝の気持ちを伝

えよう 
 
 
 
生活単元 
夏野菜を育てよう 
夏野菜を調理しよ 
う 
秋を楽しもう 
みんなで楽しく 
会食しよう 

 
 
 
 
 
 

社会 

  市の様子・店ではたら
く人・農家の仕事 
工場の仕事・古い道具
と昔のくらし 

健康なくらしを守る 
仕事 
わたしたちの県のよう
す 

米づくりのさかんな庄
内平野 水産業のさか
んな静岡県 食料生産
とわたしたち 

長く続いた戦争と人々
のくらし 
日本とつながりの深い
国々 

理科 

  身近な自然の観察・ 
たねをまこう・植物の
育ちとつくり・植物の一
生 

 植物の発芽と成長 
 

ヒトや動物の体のつく
りとはたらき 生物どう
しのつながり 自然とと
もに生きる 

生活 

みんなともだち・おおき
くなあれ・さつまいもの
しゅうかく・いっしょが
いいね 

おいしいやさいになあ
れ・秋を楽しもう・いっ
しょがいいね・冬の行
事を楽しもう 

    

体育 
  毎日の生活と健康 

体をせいけつに 
育ちゆく体とわたし 心の健康 病気の予防 

家庭 

    はじめてみようクッキ
ング 元気な毎日と食
べ物 家族とほっとタ
イム 

くふうしよう朝の生活 
くふうしよう楽しい食事 
考えようこれからの生活 

道徳 
まほうのことば きゅう
しょ く  い ただ きます 
ぼくにまかせてね 

きくのなえ ふれあい
まつり きつねとぶどう 
おいしかったよ 

どんぐりひろい 
がんばれいのち 
ぐらっとくる前に 

半分のおにぎり 
家の中の仕事 

もう一度エベレストへ
ー三浦雄一郎 
たまご焼き 

よみがえれ海よ 
もしも世界がひとつの
村なら 

総合的な学習の時
間 

  校区の自然や農業を
体感しよう 

地球にやさしく生きた
いね 
食について考えよう 

みんなで発見！お米
のふしぎ！ 
防災を考えよう 

手をつなごう！ 
みんな地球人 

学級活動 

きれいに手を洗おう 
給食センターの一日 
うんちはたいせつ 
食缶 空っぽ 大作戦 

食べ物はどんな働きを
するの 
おいしさのひみつは！ 

感謝して食べよう おやつのとり方を工夫
しよう 

砂糖のとり方について
考えよう 

骨粗しょう症の予防 

 １学期 ２学期 ３学期 

 
給
食
の
時
間 

低学
年 

・準備や後片付けの仕方を覚えよう 
・手洗いをきちんとしよう 
・食事作法に気をつけよう 

・よくかんで食べよう 
・食前、食後のあいさつをしよう 
・食品の名前と３つの仲間を知ろう 
・みんなで楽しく食べよう 

・給食ができるまでについて知ろう 
・苦手なものも食べてみよう 
・楽しく給食が食べられたかを考えよう 

中学
年 

・協力して準備や後片付けをしよう 
・食中毒に気を付け、手洗いをしっかりしよう  
・食事のマナーを身に付けよう 

・よくかんで何でも食べよう             
・作る人や当番に感謝して食べよう 
・食品の３つの仲間の働きを知ろう 
・話題を選んで楽しく食べよう 

・給食の歴史について知ろう 
・栄養のバランスを考えて食べよう 
・協力して楽しく給食が食べられたか考えよう 

高学
年 

・手際よく準備や後片付けをしよう 
・食中毒について理解し、衛生的な環境を整えよう 
・正しいマナーで食事をしよう 

・よくかむことの大切さを知り、何でも食べよう 
・給食に携わる人に感謝の気持ちを表そう 
・栄養素の働きを知り、進んで食べよう 
・食事にふさわしい環境を整え、和やかに食べよう 

・身近な食文化や歴史、外国の食文化に関心をもとう 
・季節の食べ物と栄養の関係を考えて食べよう 
・楽しく給食が食べられたかを振り返り、自分の食習慣を見
直そう 

学校行事 
健康診断  交通安全教室  オープンスクール  
自然学校 
給食試食会  表現活動発表会  

運動会  環境体験事業 
オープンスクール マラソン大会 

オープンスクール  

児童活動 1 年生歓迎集会  6 年生を送る会 

個別指導 一人一人の食の実態に応じたきめ細かな指導を実施し、望ましい生活習慣の確立を図る。 
家庭・地域 
との連携 

給食だより 保健だより 食育だより 給食試食会 授業参観 あおぞら会との交流 学校だより 学年だより 

 
つながろう 食を楽しもう かしこく食べよう 

・周りの人と仲よく食事をすることができる。 
・食を通して、人と人とのつながりやふれあいを深めること
ができる。 

・日常の食事に興味・関心を持ち、自然や周りの人と積極
的に関わろうとすることができる。 

・毎日の生活の中にある「食」について考え、自分の食べ
ている物について考えることができる。 

・地域の産物に興味を持ち、それらを通して人や自然とふ
れあうことができる。 

・食べ物に関心をもち、季節や行事にちなんだ料理がある
ことを知る。 

・食べ物に関心をもち、自分の身近な土地でとれた食べ
物を知る。 

・みんなで楽しく食事をすることができる。 
・楽しい食事を通して相手を思いやる気持ちをもち、心豊
かな食生活をすることができる。 

・生産者や自然の恵みに感謝して、楽しく食事をすること
ができる。 

・楽しい会話をしながら食事をすることができる。 
・食事のマナーを考えて楽しく食事ができる。 
・食事を作ってくれた人の思いを知り、楽しく食事ができ
る。 

・周りの人と楽しく食事をすることができる。 
 

・食べ物に関心をもち、食べ物の名前を知る。 
・栄養のバランスを考えて一食分の食事を考えることがで
きる。 

・栄養のバランスのとれた食事の大切さが分かる。 
・健康に過ごすことを意識して、好き嫌いなく食べようとす
る。 

・好き嫌いせず残さず食べようとする。 
・好き嫌いせずに食べようとする。 
・嫌いな食べ物でも親しみを持つことができる。 
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 図表 16 食育全体計画例  

   図表 16C （中学校） 
 
 
 

 

食育（食に関する指導）の全体計画 
研究校 

（複数校の実践を合わせて記載、 
一部改変） 

 
生徒の実態 

 
・朝食摂取は良好であるが、高学年
ほど就寝時間が遅くなる       

・給食は好きであるが、献立により
残食がみられ、食に偏りのある生
徒がいる 

 

学校教育目標 
みんなが安心して勉強できる、楽しい学校づくり 

 

 
・教育基本法 
・学校教育法 
・食育基本法 

・県指導の重点 
・市教育努力目標 

食育の目標 
 

○規則正しい食生活を基本にして，十分に運動し必要な睡眠をとることができる 
○自分に必要な食事内容を理解し、バランスのとれた食事をとることができる 
○自然の恩恵と日本の食文化を理解し、食べものの大切さに気づくことができる 

【家庭の願い】 
 ・食事、睡眠、運動の大切さに気づいて、健

全な生活を送る中で学習に励んで欲しい 
 

 

食育の到達目標 
 第 １ 学年 第 ２ 学年 第 ３ 学年 

生活習慣 
規則正しい食生活を基本にして，十分に運動し必要な
睡眠をとることができる 

規則正しい食生活を基本にして，十分に運動し必要な
睡眠をとることができる 

規則正しい食生活を基本にして，十分に運動し必要な
睡眠をとることができる 

食事と栄養 
調理 

三食食べることの大切さと食事バランスについて理解
し、望ましい食事を選択することができる 
栽培・調理を楽しむことができる 

栄養素の基本的なはたらきを理解し、バランスのとれ
た食事をとることができる 
基礎的な調理技術を身につけることができる 

食生活の自立に向け、「食の実践力」（食情報の選択、
バランスの良い食事の選択、調理技術の向上等）を高
めることができる 

自然環境 
食料生産 
食文化 

日本の自然環境と食料生産の関連を理解し、生産者
の努力と食べものの大切さに気づくことができる 

日本における稲作の歴史的な位置づけを理解できる 
 
生命を維持する体の働きを理解し、栄養の大切さに気
づくことができる 

食文化の多様性を理解し、様々な食文化を楽しむと共
に、和食の大切さに気づくことができる 
食物連鎖を通した「自然のつり合い」を理解し、食べも
のの大切さに気づくことができる 

    第 １ 学年 第 ２ 学年 第 ３ 学年 

教 

科 

国語 「コンビニ弁当十六万キロの旅」 「食の世界遺産ー鰹節」 
「命は」 
「絶滅の意味」 

社会 

・自然の様子と人々の暮らし 
・社会の様子と人々の暮らし 
・農業について調べる 
・日本各地の自然環境と農業  

・稲作・水田の歴史 
（稲作の広まりと弥生時代，班田収授，墾田永年
私財法，荘園，商品作物，五穀，惣，太閤検地，
百姓と年貢，新田開発，地租改正，地主と小作
人，農地改革，高度経済成長） 

・文化の多様性と日本の伝統文化 
・ものの流れとお金の流れ 
・資源・エネルギー問題と食料問題 

理科 「光合成の仕組み」  

「生命を維持するはたらき」 
 栄養分をとり入れるしくみ， 
 栄養分はどのようにしてエネルギーになるか 
 血液はどのようなはたらきをしているか 

「自然界のつり合い」 
「人間と環境」 

英語 「Field Trip」 「Enjoy Sushi」 ・英語で料理 

保健 
体育 

・食生活と健康、運動と健康 
・休養及び睡眠と健康 
・熱中症について 
・心と健康 

・熱中症について 
  
・生活習慣病について 
  

技術 
「生物育成」 
 栽培活動（大根） 
 食料自給率について 

  

家庭 

「食生活を考えよう」 
 小学校のふり返り、食事・運動・睡眠 
 給食について、朝食の大切さ、間食について 
 
・ファーストフードやコンビニとうまくつき合う方法 
・夏休みの食生活について 
 
・調理実習・大根の煮物 

「栄養素の種類とはたらき」 
 栄養素 中学生に必要な栄養の特徴 
「１日分の献立作成」 
 ６つの基礎食品群 給食献立作り 
「食品の選択と購入」 
「調理の基礎」 
 
・夏休みの食生活について 
・食肉について  
・宿泊体験（ソーセージづくりについて） 

「地域の食文化」 
 地域の食文化かるた 
 沖縄の食文化について 
 韓国の食文化について 
 
「幼児の生活の特徴」 
 幼児の食べ物 
 幼児のおやつ 

道徳 ・元気ですか あなたの心と体 ・かけがえのない命 ・新しい出発 

総合的な学習

の時間 

  
  

宿泊体験（ソーセージつくり）  

特 
 

 

別 
 

 

活 
 

 

動 

学
級
活
動 

「給食について」 
 
「夏休みの生活について」 
「生活記録作成」 
 食・運動・睡眠の目標設定 
「生活アンケート」 

「給食について」 
 
「夏休みの生活について」 
「生活記録作成」 
 食・運動・睡眠の目標設定 
「生活アンケート」 

「給食について」 
 
「夏休みの生活について」 
「生活記録作成」 
 食・運動・睡眠の目標設定 
「生活アンケート」 
 
「食情報について」 

給
食
の
時
間 

共食を大切にし学級のまとまりを深めよう  
 
何でも楽しんで食べられるように努力しよう 

共食を大切にし学級のまとまりを深めよう  
 
何でも楽しんで食べられるように努力しよう 
 
給食献立メニュー作り（生徒が作成） 

共食を大切にし学級のまとまりを深めよう  
 
何でも楽しんで食べられるように努力しよう 

学校行事 
等  

 
 

宿泊体験 修学旅行 

生徒会 
活動 

（部活動）夏休みキャンプ 
・運動と栄養の講習会 

（部活動）夏休みキャンプ 
・運動と栄養の講習会 

 

個別指導 生活チェックや食事内容について学校栄養職員と養護教諭による個別指導を実施 

家庭・地域との 
連携 

「朝食つくり」  「生活習慣についての保護者向けプリント」 「入学前保護者説明会・中学校の生活について」 
給食だより 保健だより 給食試食会 学校だより 学年だより 
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図表 17  兵庫県の研究校における様々な食育の目標設定例 
 

 校種 学校 食育の目標 各学年（低学年・中学年・高学年）食育の目標 

A 小学校 

○食べものの大切さが分かる子 

○楽しくおいしく食べる子 

○より良い食習慣を身につける子 

低学年 
・食べものに興味を持ち、食品の名前が分かる。 
・栽培収穫活動を通して食べものにふれ、みんなと楽しく食べることができる。 
・自分のためにいろいろなものを食べようと努力する。 

中学年 
・食べものは働きによって３つのグループに分けられることが分かる。 
・地域の食材を知り、感謝の気持ちを持って、楽しく食事をすることができる。 
・自分の生活を見つめ、より良い食事のリズムを身につけようと努力する。 

高学年 
・食べものを選択し、バランスよく食べることの大切さがわかる。 
・楽しい食事を通して豊かな心を育み、望ましい人間関係を築くことができる。 
・自分の生活を見つめ直し、より良い食習慣を身につけようと努力する。 

特別 
支援 

・食べものに興味を持ち、食品の名前を知る。 
・栽培、収穫、調理などの活動を通して食べものや人とふれあい、楽しく食べることができる。 
・何でもしっかりかんで食べようとする。 

B 小学校 

(知) 

・健康は自分で守るという意識を持ち、正しい食生活をしよう
とする「自己管理能力」を身につける。 

(徳) 

・楽しい食事の工夫や体験活動から得た思いやりと感謝の心、
体を大切にする豊かな心を育む。 

・自然の恵みに感謝し、環境に配慮する態度を育てる。 

(体) 

・健康で充実した生活ができる健やかな体をつくるために、望
ましい食行動をとることができる態度を育てる。 

低学年 
○自分の食生活に興味を持つことができる。 
・生命の大切さと自然のすばらしさに気づく。 
・好き嫌いなく、何でも食べる。 

中学年 

○自分の食生活を見つめることができる。 
・地域につながる食生活を知る 
・食べものの働きを知り、食生活に役立てようとする。 
・食べ物の働きを考えて、好き嫌いなく、食べることができる。 

高学年 

○自分の食生活に生かすことができる 
・食生活を見直し正しい食生活を心がけることができる 
・食料に関わる人々の工夫や努力を知り、感謝し、応えることができる。 
・自分の健康を考えながら質や量を考えることができる。 

C 小学校 

○生涯にわたって健康で生き生きした生活を送ろうとする子 

○正しい食事のあり方や望ましい食生活を身につけようとす
る子 

○食事を通して自らの健康管理をしようとする子 

○楽しい食事や給食活動を通じて、豊かな心を育もうとする子 

低学年 
・食べものに興味を持ち、食品の名前が分かる。 
・みんなと楽しく食べることができる。 

中学年 
・食べものは働きによって、３つのグループに分けられることが分かる。 
・好き嫌いなく食べることができる。 

高学年 
・日常の食事に関心を持ち、バランスのとれた食事の大切さが分かる。 
・食事を通して豊かな心と好ましい人間関係を育てる。 

D 小学校 

○食に関する正しい知識をもとに、
健康的な生活を実践しようとする
子ども 

○実体験をもとに、広い視野から食
を理解し、心豊かに生きる子ども 

○食事を楽しみ、人とのつながりを
深めることができる子ども 

低学年 

・健康のために好き嫌いなく食べようと努力することができる 
・食べものに関心を持ち、食材の名前が分かる 
・いただきますとごちそうさまの意味が分かり、心を込めて挨拶することができる。 
・季節や行事にちなんだ料理があることを知る。 
・食事のマナーが分かり、友だちと仲良く給食を食べることができる。 
・協力して準備や後片付けができるようにする 

中学年 

・栄養と健康の関わりを知り、自分の食行動を振り返ることができる。 
・安全や衛生に気をつけて食品を選ぶ事が大切であると分かる。 
・食べものや、自分の食生活を支えてくれる人々に感謝の気持ちを持つことができる。 
・地域の産物に興味を持ち、日常の食事と関連づけて考えることができる。 
・食事のマナーに気をつけて、楽しい雰囲気の中で食べることができる。 
・安全と衛生に気をつけて配膳活動ができる。 

高学年 

・栄養のバランスがとれた食事のとり方がわかり、健康の自己管理ができる。 
・食品の品質及び安全性について情報をもとに選択することができる。 
・自分の食生活を支える要因を理解し、感謝の気持ちを持って、それに応える行動ができる。 
・食文化や食料の生産、流通、消費について理解を深め、また、食の歴史、外国とのつながりについ
ても関心を持つ。 

・望ましいマナーを身につけ、楽しい雰囲気作りを工夫し、食事を楽しむことができる。 
・自覚と責任を持って配膳活動ができる。 

E 小学校 

○豊かな人間性を育む 

○生活能力を高める 

○食文化を継承する 

○健康に生きる知恵を学ぶ 

○環境の大切さを知る 

○食料自給力について考える 

１学年 
・サツマイモや野菜作りの栽培活動を通して、身近な野菜に愛着を持ち、成長に気づき、食べものを
大切にしようとする心を育てる。 

２学年 
・地域の町探検を通して、自分の住んでいる町と食生活についての関わりについて知り、ふるさとへ
の愛着を深める。 

３学年 
・食べものや食べものを育む地元の自然に関心を持ち、自分たちの食生活を支えてくれている自然や
人々に感謝する気持ちを育てる。 

４学年 
・先人たちが培ってきた生活の工夫や地域の自然の恵みに気づき、その食文化や環境を守り伝えてい
こうとする気持ちを育てる。 

５学年 
・環境を守ることや地産地消をすすめることは、安全で安心な食生活のために必要なことに気づき、
食糧自給率向上に向けて、自分たちにできることをしていこうとする意欲を育てる。 

６学年 

・ふるさとをはじめ我が国に伝わる食文化や歴史に興味関心を持ち、人々の営みや自然の恵みに感謝
し、豊かな心とより良い人間関係を育てる。また、世界の食文化や世界と我が国・自分たちの生活
のつながりについて探り理解を深めていくことができる。そして、自分たちが健やかに生きるため
の生活についてすすんで考え、実践しようとする意欲を高める。 

特別 
支援 

・一人でご飯を炊くことに興味・関心を持ったり、四季の野菜や果物があることがわかったりするこ
とを通して、その時期の旬の野菜や果物を使って、弁当をつくる楽しさや喜びを感じ、豊かな心を
育てる。 

F 中学校 

○食べ方は生き方  

  〜身につけよう食の知識、育もう豊かな心〜 

・命の大切さを知り、心豊かに健康に生きることのできる生徒 

・食と環境を関連させて考えることができる生徒 

・食に関する正しい知識を持ち、自己管理のできる生徒 

・自然界の食物連鎖の仕組みと自分の存在について考え、自然を大切に
する心を養う。 

・食料の生産・流通・消費について広い視野に立って理解を深める。 
・思春期の栄養について理解し、バランスのとれた食事のとり方がわか
る。 

・自分の健康を食事・運動・休養（睡眠）の生活習慣から考え、望まし
い食生活を送る。 

G 
特別 

支援学校 
（小学部） 

楽しもう（食べることを） 

親しもう（食べものに） 

つくってみよう（育てた野菜で） 

低学年 
あいさつをして 
たのしくたべよう 

たべもののなまえを 
おぼえよう 

おやつをつくってみよう 

高学年 
よくかんで 
たのしくたべよう 

たべもののなまえを 
おぼえて、たいせつにしよう 

そだてたやさいで 
りょうりをしよう 
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 ＜図表16Aの解説＞ 

・図表12（ｐ12）と図表14（ｐ18）で例示した目標を組み込んだ全体計画の例である。 

・幅広い食育の内容のほぼ全てに対応した目標を設定している。 

・学年進行に伴う発達段階を考慮して、低学年・中学年・高学年の目標が少しずつ高度な内容になっている。 

・栽培活動は総合的な学習の時間と生活科で、食べ方については、１〜４学年は主に特別活動で、５・６学年は家

庭科と特別活動で学ぶことを想定している。 

 ＜図表16Bの解説＞ 

・学校・各学年とも目標はシンプルでわかりやすい。教員や児童・生徒に目標を意識づけていくためには、効果が

高いと学校は考えていると思われる。 

・この３つの目標に対応する学習内容を別個に整理していることが特徴的である。 

・目標を達成する学習内容を評価規準の形で書き表すことで、評価にもつなげられる。 

・「つながろう」の内容から、目標設定に真剣に取り組んだ様子がうかがえる。身近な人や先人、生産・流通にた

ずさわる人々、自然の命やものの循環と自分の間の「食べものを介したつながり」を意識させ、考えることは、

食育の大切な役割の１つである。 

 ＜図表16Cの解説＞ 

・学校全体で生活習慣の改善に取り組んでいる中学校を中心に、幾つかの実践校の計画を合わせて作成した。 

・生活習慣の改善の他、家庭科の内容と理科・社会科の内容に沿ったものを加えて３つ目標を設定している。 

・生活習慣の改善には、家庭科と保健体育科の内容に沿って３年間取り組む。関連する家庭科、保健体育科の授業

を１学年に組み込み、学習の連続性を重視した小中連携も行っている。その上で、学級活動の時間を使って、夏

休みの生活記録（図表27 p37）の目標設定、記録と自己評価・個別指導を行うというカリキュラムとなっている。 

 ＜図表17の解説＞ 

〔A小学校〜C小学校〕 

・長い間研究校として、多くの食育実践を積み重ねて成果を上げてきた学校である。 

・目標はシンプルで食べ方を中心にしたものとなっている。 

・活動としては栽培や調理を含め広範囲な学習を行っていても、学校の方針としては、食べ方を身につけ、生活習

慣の改善につなげることを優先していると考えられる。 

〔D小学校〕  

・食に関する指導の手引に示された目標の枠組み（図表11㋐ ｐ10）を詳細に検討し、３つの目標にまとめている。 

・低学年・中学年・高学年それぞれに対しては、学年進行に伴った目標を、食に関する指導の手引の６つの枠組み

に対応させて設定している。 

〔E小学校〕 

・図表11の㋑の枠組みをそのまま学校の目標として掲げ、各学年の目標は、地域の生産活動、自然環境、人とのつ

ながりを意識させることを目指したものとなっている。 

・高学年ではこのような視点をさらに世界へと広げると同時に、食料の自給の問題にも目を向けさせる目標が設定

されており、食に関する大きな課題を考えさせることを食育の中心に据えた活動を展開している。 

〔F中学校〕 

・中学校の食育をどのようにすすめるかは今後の課題として残されている。 

・学校の目標として命の大切さ、環境、食生活の改善の３つを掲げ、学年の目標は示さず、理科、社会科、技術・

家庭科、保健体育科の内容に応じた目標を下位項目で挙げている。 

・教科担任制による指導を中心とした中学校らしい目標である。食育を生活指導の重要な柱として位置づけるよう

な目標がさらに加わっても良いように思われる。 

〔G特別支援学校〕 

・特別支援学校では、食育は生活指導も含めて、生活単元の重要な内容となっている。 

・目標は教員が児童に指導している内容に即したものである。各特別支援学校・学級ごとに、それぞれの児童の実

態に即した目標を設定することが大切である。 
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ウ 単元の目標設定と評価規準設定 

〈教科学習における食育の目標と評価規準〉 

 食育の目標を教科学習の指導案に記載している事例は少ない。また、記載してあっても、

教科の目標と書き分けてある例はほとんど見られず、食育の目標のみが単独で書かれている

場合も多い。 

しかし、各教科には学習指導要領に示された目標と指導事項があり、何をどのようなねら

いで学習するかの枠組みが定められている。食育を考えるあまり、食育の側面のみを強調し

て教科学習の目標をおろそかにしてはならない。 

教科内容に応じて以下の①〜③のように考えることが必要である。 

① 教科学習を「食育の基礎・基本を教科内容として学ぶ」時間として位置づける。（例

えば、家庭科食生活分野の内容は食育の基礎・基本となる。） 

② 教科内容の学習を深めるために、児童・生徒に身近な食の教材を扱い、自らの問題と

して考えさせる。このことが食育として学ばせたい内容と重なる。（例えば、社会科食

料生産の単元は食育の基礎・基本と考えられるが、さらに、地元の農業も扱ったり家庭

や学校給食の食材がどこで生産されたものかを調べさせることで、食育で学ばせたい内

容と重なる。） 

③ 教科内容の学習を深めるため、または、教科で学んだ内容を生かして、教科の発展学

習として食育を位置づける。（例えば、国語科「かむ力」の要旨をまとめ、かむことの

大切さを考え理解させる。その発展学習として、学級活動「よくかんで食べよう」「虫

歯の予防」等を組み入れ、関連させて学習する。） 

 

 図表18に、単元の目標を記入した単元計画（指導案）の冒頭部分を記載した。図表14（ｐ

18）、図表16Aの全体計画例１（ｐ23）、における５学年社会科の単元計画に相当している。

食料生産に関わる内容を扱う単元であり、そのまま食育の内容・領域の１つと考えられるが、

社会科として指導案を立案しなくてはならない。 

食育としても捉えていく場合には、図表18のように、社会科としての「１ 単元の概要」

とは別に、「２ 食育としての視点」を書き加えることが求められる。この考え方は、環境

教育指導資料（国立教育政策研究所）における環境教育の単元計画の作成に準じたものであ

る。環境教育も各教科を通して学ぶこととされているため、「環境教育としての視点」を書

き入れることが提言されている。「２ 食育としての視点」には、食育としての側面や発展

学習の内容を記入すると良い。また、「３ 他教科等との関連」の項を設けることで、食育

の全体計画・年間指導計画での位置づけをより明確にできる。 

 単元のねらいや評価規準においても、教科としてのねらい・評価規準を記載することが原

則である。教科の指導案に食育としての評価規準を書き入れることは必ずしも適当とは言え

ないが、食育の評価につなげるためには、「２ 食育としての視点」に基づいて、「食育の

視点からの評価規準」を別に定めておく必要がある。 
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図表18には食育の視点からの評価規準を書き入れた例を示しているが、その内容は社会科

の目標の範囲内にある。また、図表18に例示した単元の場合には、学習内容がそのまま食育

と重なるため、社会科としての評価規準をそのまま食育の評価規準としても用いることがで

きる。 

家庭科「日常の食事と調理の基礎」、技術・家庭科「食生活と自立」「生物育成に関する

技術」、体育「毎日の生活と健康」、保健・体育「健康な生活と疾病予防」、生活科「動植

物の飼育・栽培」、理科「人の体のつくりと働き」「生物と環境」「動物の体のつくりと働

き」などにおいても、同様な考え方で教科学習の評価規準の全てまたは一部を食育としての

評価規準として用いることができる。 

 

図表19に、国語科、生活科、理科の「単元の概要」「食育の視点」「評価規準」を例示する。 

国語科の目標は、そのまま食育の目標とはならない。したがって、食育としての視点の明示

図表18  教科学習を通した食育実践の指導計画の例示 

    ー食育としての視点・他教科との関連・評価規準の明確化ー  
５学年社会科単元計画  

第５学年『私たちの食生活と食料生産』    
１ 単元の概要と児童の実態 

単元の概要：本単元は，第５学年社会科『食料生産を支える人びと』（教育出版）をもとに計画を立てたものである（全 11 時間）。 

  単元の展開に当たっては，まず農業，次に水産業が盛んな地域の様子を調べ，食料生産の相違や人々が生産を高めるための工夫

や努力を理解させ，生産や輸送のコストにも目を向け，日本の農業・水産業の現状と課題をとらえる。 

  また，統計などの資料を収集・選択し，食料生産と自然環境の関わりや国民生活を支える食料生産の意味など，食を多面的に考

えるようにする。さらに，消費者として食料生産を考え，よりよい消費の在り方を考える単元とする。   

  本単元では，学校給食など身近な食生活を意識させたり、地産地消の重要性を強調した単元構成も可能である。地域の稲作農家

や地元ＪＡ（農協）と連携した体験的な学習と関連させることも内容の理解に有効と考えられる。  

 

児童の実態：（略） 

２ 食育としての視点 

 本単元は，食育の重要な枠組みの１つである「生産〜流通／食料の需給」に関する内容を扱っている。そのため，本年度の食育年

間指導計画５学年の目標「地域を生かした食料生産のあり方や工夫を理解し、食の問題を考えることができる。」 の中核を担う単

元として位置づけることが可能である。上記の社会科としての単元内容はほぼ全て食育としても大切な内容と言え、さらに、食料生

産が地域の伝統行事、農村風景や人々のくらしと深くつながっていること、米を中心とした日本の食文化の良さを考えさせることで、

食育としての内容をさらに充実させることができるとともに、このような学習は社会科としての学習に広がりを持たせる事にもつな

がる。 

３ 他教科等との関連 

 社会科の第５学年単元「わたしたちのくらしと国土」，理科「生命のつながり」や総合的な学習の時間「米づくりに挑戦しよう」，

さらに，家庭科「かんたんな調理をしてみよう」と関連が深い。他単元や他教科（理科・家庭科・学級活動）や総合的な学習の時間

での活動や内容を取り上げ，児童の意識の流れに沿って学習の展開を考えることが，社会科としてもまた食育としての視点からも良

い学習効果を生むことが期待できる。 

単元のねらい 

○日本の農業について調べ，食料生産に携わる人々が生産を高めるために工夫や努力をしていることや生産や輸送に関し

ての費用や米の価格に目を向け，日本の農業の現状と課題を理解する。 

○水産業がさかんな地域について調べ，その地域の特色や，人々の工夫や努力，悩みを理解するし，水産業が加工や運輸

などの仕事と密接にかかわっていること，水産資源や環境を守りながら漁業を進めていることに気づく。 

○日本の食料生産が抱えている問題を調べ，食料を安定的に確保する必要性に気づく。 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 
観察・資料活用の技能 

社会的事象について

の知識・理解 

食育の視点からの 

評価規準 

 日本の農業や水産

業等に関心をもち、食

料生産について学習

問題や予想、学習計画

を立てて意欲的に取

り組む。 

 国民生活を支えて

いる食料生産の重要

性や発展について考

えようとしている。  

 食料の自給や地産

地消の大切さに気づ

く。国民生活を支えて

いる食料生産の重要

性や自然環境との深

いかかわりについて

考え、まとめたことを

発表できる。 

 地図や地球儀、統計

などの資料を活用し

ながら、日本の農業や

水産業、様々な食料生

産の現状や課題を読

み取り、調べたことを

白地図などにまとめ

ている。  

 日本の食料生産の

特徴や自然環境との

関わり，食料生産が国

民の食生活を支えて

いること、生産地と消

費地を結ぶ運輸など

のはたらきについて

理解している。 

・地域に適した食料生産の工夫と努

力を理解し、生産者に感謝できる。 

・食料生産と地域生活との関連を理

解し、食の問題を他教科等での学習

も踏まえて考えることができる。 

・日本の食文化における米の重要性

に気づく。 

○上記の他、社会科の評価規準を食

育の評価にも適用する。  
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や食育の視点からの評価規準が別に必要となる。生活科や理科は、その内容によっては、評

価規準の全てまたは一部を食育の評価規準として用いることができるが、教科学習を本来の

目標に沿って進めるためにも、食育の視点からの評価規準を定めた方が良く、食育の評価の

ためには必須である。なお、各教科の評価規準については、国立教育政策研究所の「評価規

準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料」が参考となる。 

 

〈学級活動と総合的な学習の時間における食育の目標と評価規準〉 

 教科学習と異なり、学級活動や総合的な学習の時間では、学習内容を食育に特化すること

も可能であるため、学校の食育の目標に合わせた学習・活動が可能となる。しかし、それぞ

図表 19 教科の「単元の概要」「食育の視点」「評価規準」の例示 

図表 19A 小学校 国語科 第４学年「『かむ』ことの力」 

単元の概要 食育の視点 他教科等との関連 

「はじめ・中・終わり」という典型的な説明文の構成で書かれており、段落のつながりや切れ
目がはっきりしている。各段落の役割に着目して内容を読み取ると同時に、説明文の構成理解
を目標に授業を組み立てることができる。また、「『かむ』ことの力」の内容は、児童の日常
生活に密着したものであり、興味を持って読みすすめることができ、要旨を書くことで「かむ
ことの大切さ」を理解できる。 

かむことは、食事にとって大切な要素の一つであ
り、よくかむ習慣をつけることは食育の目標の一
つと考えられる。国語科の目標に沿って授業を進
め、本文の要点をつかむことで、かむことの大切
さを自覚することに結びつけることができる。 

本単元終了後に、発展
学習として学級活動
「よくかんで食べよ
う」を配置している。 

単元のねらい 関心・意欲・態度 読む能力 書く能力 
言語についての 

知識・理解・技能 
食育の視点からの 

評価規準 

説明文の構成を理解し、内容を的
確に読み取って、段落の要点と要
旨をまとめることができる。 
自分の生活習慣と比較しながら、
感想文を書くことができる。 

「かむ」ことに興味をも
ち、学習課題に沿って本
文を読み進めようとして
いる。 
 

中心となる語や文に気づ
き、段落ごとのつながり
と大きなまとまりに着目
して読むことができる。 

段落ごとの要点と全体の
要旨をまとめ、自分の歯
を磨く習慣と比較しなが
ら感想文を書くことがで
きる。 

指示語や接続語の役割を
知り、文章構成や各段落
の役割を理解できる。 
 

かむことの大切さを理解で
きる。 
学級活動「よくかんで食べ
よう」とつなげて、給食の
食べ方を考えたり、歯磨き
の大切さに気づくことがで
きる。 

 
図表 19B 小学校 生活科 第２学年「ぐんぐんのびろ」 

単元の概要 食育の視点 他教科等との関連 

１年生でのアサガオ栽培の経験を思い出し、一人一鉢で自分の野菜を育てる体験を通して野菜
への愛着を持ち、世話をする大切さや自然への感謝の気持ちを持つことが期待できる。また、
目、鼻、手、口、心を使って詳しく観察させたり、どのような世話が必要か予想したり身近な
野菜名人に質問したりすることで、主体的に関わらせていく。また、野菜を食べることで元気
になることを映像資料で見て野菜を摂る大切さに気づいたり、野菜パーティーで育てた野菜を
食べることで野菜嫌いを少なくすることが期待できる。 

本単元はそのまま食育の単元として捉えること
ができる。児童の嫌いな食品には、野菜が最も多
い。しかし、愛着を持って育てることで、植物の
育つ力や世話することの大切さを知り、生産者の
努力や自然の力、更には野菜を食べることのよさ
に気づくことが期待できる。 

給食の時間での目標
「好き嫌いなく食べ
よう」と関連させて学
習する。 

単元のねらい 
生活への 

関心・意欲・態度 
活動や体験についての 

思考・表現 
身近な環境や自分について

の気づき 
食育の視点からの 

評価規準 

友だちと協力して、野菜を植え、野菜の育ちに
関心を持って世話をする。 
生長の様子を観察し、どのような世話が必要か
予想したり、植物の生命力を感じ、成長の喜び
を絵や言葉で表現することができる。 
野菜のはたらきの学習、野菜パーティーなどを
通して、野菜の大切さに気づく。 

野菜の育ちに関心を持って、
協力しながら主体的に世話
をすることができる。 

観察記録を丁寧に書き、どの
ような世話が必要かを一生
懸命考えることができる。 
野菜への愛着を持ち、成長の
喜びを絵や言葉で表現でき
る。 

野菜の生長の力強さや、育て
た野菜のおいしさに気づく。 
いつも食べている野菜が大
切に育てられたものである
ことや、野菜は体にとって大
切な食べ物であることに気
づく。 

生活科の評価規準を、その
まま食育の評価規準として
用いる。 

 

図表 19C 中学校 理科 
第２学年 「生命を維持するはたらき」 

（この例では、循環や肺の仕組みを除いて、消化・吸収・呼吸のみについて記述してある） 

単元の概要 食育の視点 他教科との関連 

動物の体が必要な物質を取り入れ、運搬し、生命を維持している仕組みを実験の結果や
体のつくりと関連付けてとらえ、消化酵素の働き、小腸での吸収の仕組みを理解するこ
と、さらに、細胞呼吸によってエネルギーが取り出されることを理解させる。 
食べものの体の中での行方という身近な課題でもあるため、生徒の日常生活と関連させ
た説明を心がけることで興味関心を高めることができる。 
実験としては唾液による消化実験が中心となるため、準備段階から生徒の参加を求め、
実験操作や対照実験等の重要性を一つ一つ説明させ、理解させる。 

本単元は食育の内容とほぼ重なると考えられる。 
栄養素のはたらきは、食育では、最も重要な基礎・基本の
一つであり、本単元の内容を三大栄養素のはたらきとして
捉えさせることが大切となる。また、食事量と運動により、
体重の増減が決まることを理解させ、日常の食生活に注意
を向けさせることができる。 

家庭科の「食生活と
自立」、保健・体育
科「健康な生活と疾
病予防」の自然科学
的な基礎として捉
え、関連させて学習
する。 

単元のねらい 
自然事象への 

関心・意欲・態度 
科学的な 

思考・判断・表現 
観察・実験の技能 

自然事象についての 
知識・理解 

食育の視点からの 
評価規準 

消化や呼吸についての観察，実験
と結びつけて動物の体が必要な
物質を取り入れているしくみを
捉える。 
唾液による消化実験などを通し
て，消化液で栄養分を分解するし
くみを理解する。 
栄養分が小腸で吸収されること
や細胞呼吸によってエネルギー
が取り出されるしくみについて
理解する。 

唾液のはたらきを調べる
実験に興味をもち，積極
的に取り組もうとする。
栄養分の消化のしくみ
や，そのゆくえに関心を
持つ。食物から取り入れ
た栄養分が，どのように
してエネルギーとなるの
かに興味を持つ。 

唾液の実験結果から，デ
ンプンの分解のしくみを
推論することができる。
小腸の内面に多数の柔毛
の役割を考察することが
できる。 
呼吸の役割を考察し、説
明できる。 

唾液がデンプンを分解す
る実験で、必要な器具や
試薬の役割を理解して、
揃えることができる。 
対照実験の意味や記録す
ることの大切さに気づく
ことができる。 

おもな消化酵素の種類と
はたらきについて理解す
る。 
消化された栄養分が吸収
される道すじや細胞呼吸
の役割を理解する。 

三大栄養素の行方を理解
し、日常の食べ方と運動の
大切さと結びつけて考える
ことができる。 
 
（理科の評価規準は、その
まま食育の評価規準として
用いることも可能） 
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図表 20 総合的な学習の時間における「単元の概要」「食育の視点」「評価規準」の例示 

図表 20 小学校 総合的な学習の時間 第５学年 さつまいも収穫祭 

小単元の概要 食育の視点 他教科との関連 

自分たちで育てたさつまいもを収穫した後、各自さつまいもとその他一品の秋の食材について調べ、
各食材の特徴をまとめて発表する。さつまいもの栄養成分から発展させて、バランスの良い食事に
ついても理解を促し、料理やお菓子のレシピをインターネットを使ったり、家族に聞いて調べ、グ
ループごとに料理を決める。収穫祭を計画、実施し、収穫祭ではさつまいも料理・菓子をつくって
祝う。調理の段取りや無駄のない食材の利用法を含め調理計画を立て、教員や地域の方々の助けを
受けながら料理する。さつまいもの調理における協働と情報収集、さつまいもの栄養成分の理解等
もそれぞれ目標とする。単元全体を通して、「よりよく問題を解決する資質や能力」「主体的，創
造的，協同的に取り組む態度」「情報収集の力」「他者と関わり理解し受け入れる態度」を育てる
ことをめざすが、特に他者理解を重点目標とする。 

本単元は総合的な学習の時間の時間枠
を用いた食育の学習である。単元全体を
通して食育の内容・領域のうち、「栽培」
「調理」「栄養」「食の楽しみ」「共食」
に関わる内容を、総合的な学習のねらい
に沿って学習する計画となっている。 

家庭科で学んだ調理
技術や栄養に対する
知識、社会科で学ん
だ食料生産がベース
となった単元であ
る。 

単元のねらい 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 
食育の視点からの 

評価規準 

さつまいも等秋の食材の調理法
や特徴を調べることができる。 
さつまいもの栄養成分等の特徴
を理解し、調理の基礎的な技術
を学ぶとともに、無駄のない調
理について考え実践する。 
バランスのとれた食事を考え、
共食の大切さを理解する。 
 
食体験活動を通して、他者と自
分の関わりに関心を持ち、他者
を理解して協同的に取り組む態
度を養う。 
情報収集能力を養う。 

秋の食材やさつまいも料
理に興味を持ちすすんで
調べようとする。 
調理等の活動に興味を持
ちすすんで取り組もうと
する。 
 
仲間と協力して草挽きを
したり、収穫したり、調
理できる。 
 

調理の手順を考え、無駄
のない適切な方法を選ぶ
ことができる。 
 
調べたことをまとめ、わ
かりやすく発表できる。 
 

調理の基礎的な技術を習
得する。 
 
インターネットを使った
り家族に聞いたりして必
要な情報を収集すること
ができる。 

育てた作物を調理してみ
んなで食べる喜びを知
る。 
さつまいもやその他の秋
の食材の栄養や食材とし
ての特徴を知るととも
に、バランスのとれた食
事についての理解を深め
る。 
 
情報を収集する方法を理
解する。 
友人と協力する大切さを
知る。 
 

左記の上段が食育と
しての評価規準であ
る。 

 

れの時間枠には、学習指導要領により目標が明記されていることを考慮する必要がある。 

 学級活動には「日常の生活や学習への適応及び健康安全」の項目の１つに「食育の観点を

踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成」と明記されている。食べ方の学習は、家庭科に

加えて、学級活動で行われることが一般的であるが、学習項目にしたがって、「集団活動や

生活への関心・意欲・態度」「集団の一員としての思考・判断・実践」「集団や生活につい

ての知識・理解」の観点から評価規準を定めることが適当である。  

 総合的な学習の時間は、今まで、評価の観点について、さまざまな検討が加えられてきた

が、平成23年、文部科学省初等中等局長通知として３つの評価の観点の考え方が例示されて

いる。 

①学習指導要領に示された総合的な学習の時間の目標、ないしは、それを踏まえて各学校

で定めた目標及び内容に基づいた観点 

（例）「よりよく問題を解決する資質や能力」、「学び方やものの考え方」、「主体的、

創造的、協同的に取り組む態度」、「自己の生き方」等 

②学習指導要領に示された「学習方法に関すること」、「自分自身に関すること」、「他

者や社会とのかかわりに関すること」等の視点に沿って各学校で定めた、育てようとす

る資質や能力及び態度を踏まえた観点 

（例）「課題設定の力」（学習方法）、「情報収集の力」（学習方法）、「将来展望の

力」（自分自身）、「社会参画の力」（他者や社会とのかかわり）等 

③各教科の「評価の観点」との関連を明確にした観点 

（例）「関心・意欲・態度」、「思考・判断・表現」、「技能」、「知識・理解」等 

 

 「総合的な学習の時間における評価方法等の工夫改善のための参考資料

（国立教育政策研究所 平成23年）」では、「総合的な学習の時間の全体計
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画は、目標、内容、育てようとする資質や能力及び態度の３つを中心に構成

される」とし、「①は、目標を踏まえている。また、②は、全体計画の構成

要素である、育てようとする資質や能力及び態度を踏まえた観点であり、新

たに追加された観点の例示である。そして、③は具体的な学習対象や学習事

項に対する『関心・意欲・態度』『知識・理解』などの評価がなされること

から、内容とのつながりが深い観点である。」と解説している。 

 

    食育を中心にした総合的な学習の時間の単元を構成した場合には、③の考え方に従い、食

育の内容をもとにした評価規準を、①や②の考え方を取り入れて設定するのが適当と思われ

る。図表20は、この考え方で作成した評価規準の例示であるが、この単元の学習内容では、

食育の視点からの評価規準の枠はなくてもよい。 

 各評価規準は、食育の内容に基づくものと、総合的な学習の時間のねらいに基づくものと

を分けて記載してあるが、必ずしも分けて記載する必要はない。ただし、分けて記載できれ

ば、食育の内容を学習する目標と総合的な学習の時間のねらいをバランスよく考えた授業構

成となると思われる。 

 

(2) 目標に基づく学習評価の実際 

食育の学習評価も、他の教科等と同様に目標に準拠して行うことをめざす。 

目標が達成できたかどうかは、児童・生徒の学習活動の観察、理解度等のテスト、学習カ

ード等の記録、作成物、感想文等の自由記述及びこれらを記録したポートフォリオ等から判

断することになる。児童・生徒の学習活動をしっかり見取ることが基本であるが、評価方法

の妥当性や結果の客観性は、データを元に分析的に評価することでさらに高められ、改善の

方向性も明瞭となると考えられる。そして、目標に対する評価方法の妥当性や、評価結果の

信頼性を常に意識し改善をはかっていく必要がある。 

ア 学校、学年の目標に基づいた評価 

目標が明確で教職員間でしっかり共有されていれば、学習活動における児童・生徒の姿

を見取った意見を、食育推進のための組織や各学年・教科ごとの教職員組織で集約するこ

とで学校として、また学年としての食育の評価が可能である（(4)食育の取組評価の実際

 ｐ37）。しかし、改善の方向性を把握するためには、より分析的に評価していく必要が

ある。図表13（ｐ17）に示したような食育実践における学校の目標、学年の目標、単元目

標の関係を把握し、学年の目標が、どの単元で達成されることをねらって設定されたかを

踏まえて評価すること、更には、以下のイに示すような、単元目標の達成度を把握して評

価することが必要となる。 

図表21に各単元における目標の達成度に基づいた学年の分析的な食育の評価の例を示

している。大文字（A,B,C,D）で示したような評価が得られる単元、すなわち、目標の枠

組みに沿って設定した具体的な目標の達成に関連が高い教科等の評価結果が、学年目標の
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達成に最も関連しているとみなして評価することになる。 

 

イ 単元の目標に基づいた評価とそのための様々な工夫  

到達度目標の達成度は、形成的評価のための授業中の小テストや単元末の総括的なテス

トで評価されるのが一般的である。しかし、ペーパーテスト以外の評価方法、例えばポー

トフォリオ、パフォーマンスなどの評価を組み合わせ、工夫して評価していく必要がある。

児童・生徒の振り返り等、自由記述の分析も目標の達成度を知る上で有効である。以下に

幾つかの事例を示す。 

 

＜理解度チェック＞ 

授業中、児童・生徒がどの程度内容を理解

しているかを常に把握しておく必要があり、

図表22のような簡単な小テストを利用するこ

とが多い。 

 

＜ルーブリック＞ 

 総合的な学習の時間などでは、児童・生徒

の作品や教員による観察記録などいわゆるポ

ートフォリオを評価する必要があり、そのた

めにはルーブリック（評価指標）を用いるこ

とが有効とされている。 

図表23に食育の内容を取り上げた総合的な

学習の時間で試行されたルーブリックを例示

図表 21 食育の学年目標の達成度評価：分析的な評価の例示 
  A〜C 目標達成に関連が高い教科等における評価結果 
  A：達成できた  B：概ね達成できた C：達成は不十分  D：達成できなかった  
  a〜c 目標達成に関連した教科等における評価結果 
  a：達成できた  b：概ね達成できた c：達成は不十分  d：達成できなかった    

 単元名 

目標の枠組み 

食の楽しみ 
/生活リズム 

共食 
健康・栄養 

自然 
/環境 

生産～消費 
/食料の需給 

食文化 栽培 調理 

5 学年 

1学期 

総合的な学習の時間 
「バケツ稲栽培に挑戦」 

c c  b B - A - 

理科 
「生命のつながり」 

- - B - - - - 

社会科 
「食料生産を支える人々」 

- b  b A b b - 

家庭科 
「かんたんな調理をしよう」 

b b - - c - B 

学級活動・給食指導 
「命のつながりにいただきます」等 

B a a - ｂ - - 

2学期 

総合的な学習の時間 
「バケツ稲栽培に挑戦」 

- - b A b A - 

社会科 
「これからの食料生産」 

- b c B a - - 

家庭科 
「元気な毎日と食べ物」 

c B - - b - B 

学級活動・給食指導 
「楽しく食べる工夫」等 

B a - - ｂ - - 

１・２学期の評価 
概ね達成 概ね達成 概ね達成 達成 (計画不十分) 達成 概ね達成 

概ね達成 

 

図表 22 理解度チェックのための

小テストの例示 
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図表 24 学習見通しカードと各学習活動に対する評価規準 

- 1 -

さ つ ま い も 収 穫 祭 ！ 年 組 班
〈 学 習 前 〉 〈 学 習 ② 〉
【 秋 の 恵 み に は ど ん な も の が ？ 】 【 調 べ た こ と を 紹 介 し 合 お う 】 【 さ つ ま い も の お や つ 作 り 】

〈 〉 〈 〉 〈 工 夫 ）
・ 絵 。

※

〈 学 習 ① 〉
【 さ ん ま な ど 調 べ （ 方 法 ）】

〈 で き た 事 ・ も っ と し て み た い 事 〉

〈 自 分 の 発 表 ： み ん な か ら 〉
～ 良 い と こ ろ ～ ～ 改 善 点 ～

。
。

〈 学 習 ③ 〉
【 さ つ ま い も 収 穫 祭 ！ 】

【 さ つ ま い も 調 べ （ 方 法 ）】
絵

〈 自 分 の 発 表 ： 自 分 で ふ り 返 っ て 〉

〈 学 習 後 〉
【 こ の 学 習 で 学 ん だ こ と は 何 で す か ？ 】 【 先 生よ り 】

- 1 -

さ つ ま い も 収 穫 祭 ！ 年 組 班
〈 学 習 前 〉 〈 学 習 ② 〉
【 秋 の 恵 み に は ど ん な も の が ？ 】 【 調 べ た こ と を 紹 介 し 合 お う 】 【 さ つ ま い も の お や つ 作 り 】
さ ん ま 、 さ つ ま い も 、 柿 、 栗 、 〈 ○ ○ く ん の 発 表 〉 〈 ○ ○ さ ん の 発 表 〉 〈 工 夫 〉

ま つ た け ・ ・ ・ ・ 栄 養 に し ぼ っ て ・ 見 出 し の 色 を そ ・ 食 べ
な ど 発 表 し て い た の ろ え た り 、 大 き や す い

で 、 す ご く く わ さ を 変 え た り 、 大 き さ
し く 書 け て い た と て も 見 や す い 。 絵 に 切 っ

〈 学 習 ① 〉 な ど な ど た 。
【 さ ん ま な ど 調 べ （ 方 法 ）】
・ 安 価 で 庶 民 の 手 に 入 り や す ※ グ ル ー プ の 仲 間

い 魚 （ 食 材 ） に 書 い て も ら っ
・ 日 本 近 海 で た く さ ん と れ る 。 た も の （ 付 箋 ） 〈 で き た 事 ・ も っ と し て み た い 事 〉

・ た ん ぱ く 質 （ 栄 養 ） も 豊 富 。 を 貼 る 。 ・ グ ル ー プ で 協 力 し て で き た 。
・ 自 分 の 役 割 の ○ ○ を し っ か

な ど 〈 自 分 の 発 表 ： み ん な か ら 〉 り で き た 。
～ 良 い と こ ろ ～ ～ 改 善 点 ～ ・ 他 の お や つ も 作 っ て み た い 。
・ 調 べ た こ と を ・ 絵 や グ ラ フ を 入 れ 〈 学 習 ③ 〉

き ち ん と 分 類 る と も っ と わ か り 【 さ つ ま い も 収 穫 祭 ！ 】
【 さ つ ま い も 調 べ （ 方 法 ）】 し て 書 い て い る 。 や す く な る の で は 。 ○ 個 も
・ ナ ル ト キ ン ト キ や ベ ニ ア ズ ・ 何 で 調 べ た の か ・ 字 の 色 や 大 き さ を さ つ ま

マ な ど い ろ ん な 品 種 が あ り 書 け て い る 。 変 え る 等 の 工 夫 を い も が
ま す 。（ イ ン タ ー ネ ッ ト ） ・ 小 見 出 し 等 を す る と い い の で は 。 絵 つ い て

・ ３ 色 の 黄 色 の 栄 養 を 多 く ふ わ か り や す く い た 。
く ん で い ま す 。（ 教 科 書 ） 書 け て い る 。 な ど Ｋ さ ん

・ 戦 後 、 食 糧 の 無 い と き に 、 〈 自 分 の 発 表 ： 自 分 で ふ り 返 っ て 〉 の お か
重 宝 さ れ ま し た 。（ 家 族 の ・ ア ド バ イ ス 通 り 、 次 は 、 絵 や グ ラ フ げ で 大
話 ） を 使 っ て 、 も っ と 見 や す く ま と め た 成 功 ！

い と 思 う 。 他 の 秋 の 恵 み に つ い て も で も ず っ と 作 物を 見 守 る こ と
な ど 調 べ て み た い と 思 っ た 。 な ど は 大 変 だ ろ う な あ と 思 っ た 。

〈 学 習 後 〉
【 こ の 学 習 で 学 ん だ こ と は 何 で す か ？ 】 【 先 生よ り 】
・ よ く 知 っ て い る と 思 っ て い た さ つ ま い も の 栄 養 に つ い て 全 自 分 で 育 て た も の を 自 分 で 料 理し て 食 べ た ら

然 知 ら な か っ た が ビ タ ミ ン Ｃ や 食 物繊 維 を た く さ ん 含 ん だ 本 当 に お い し い ね 。 食 べ 物を 生産す る 人 へ の 感
す ば ら し い 食 材 で あ る こ と を 知 っ た 。 謝 、 食 べ 物そ れ 自 体 の 命 を い た だ く こ と へ の 感

・ 一 つ の 食 材 だ け 食 べ て い れ ば よ い こ と は な い 。 い ろ ん な 物謝 の 気 持 ち を ち ゃ ん と 持 て て い る こ と が
を 食 べ て バ ラ ン ス の よ い 食 事 を 心 が け る こ と が 大 切 だ 。 す ば ら し い で す 。

・ 栄 養 バ ラ ン ス の こ と な ど 、 学 習 し た こ と を 家 で も 生か し た
い 。  

する。客観性を高めるためには複数の教員で作成し評価することが望ましい。作成に時

間がかかり、研究授業以外では作ることが困難という声もあるが、考え方は知っておき

たい。 

 

＜学習見通しカード＞ 

図表24は、県内の小学校の実践で用いられた１枚の中に単元の流れが全て見えている

「学習の見通しカード」である。児童一人ひとりの変容が一目でわかり、教員にとって

指導や評価に役立てやすいと思われる。下図に記述されている文言は複数の担任ととも 

 

 

図表 23 ポートフォリオ評価と学習活動の見取りのための評価指標（ルーブリック）の例示 
５学年 総合的な学習の時間 単元名「アイデアクッキング 三色カレーをつくろう」 

単元 
目標 

○野外調理に必要な情報（栄養バランスのとれたカレー具材、火のおこし方、調理の段取り、調理法）を調べ、まとめ、発表できる。 
○仲間で意見を出し合ったり教員に聞いて、カレーレシピを決め、準備し（買い物、火おこし等）、野外で調理することができる。 
○野外調理を振り返り、仲間との協力や活動の工夫・新たな気づき・課題や問題点をまとめることができる。 
◎つけたい力：主体的に協力して取り組む力。課題追求の方法を考える力。情報を集めまとめ発表する力。学びを生かし振り返る力。 

 評価規準 レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

関心 
意欲 
態度 

食に関心を持ち、野外での調理活動で、自
分の考えを大切にしながら皆で意見を出
し合い、粘り強く課題を追求しようとして
いる。 

興味・関心を持っている。 
自分の考え、仲間の意見・協力、について書いてい
る。 
最後まであきらめず楽しんで活動している。 

興味・関心を持っている。 
自分の考え、仲間の意見・協力、
について書いている。 
楽しんで活動している。 

楽しんで活動してい
る。 

楽しんで活動して
いない、または参
加できていない。 

思考 
判断 
表現 

食の課題追求の方法を考え、見通しを立
て、計画することができる。 
食の課題解決のため計画を整理し、わかり
やすく発表できる。  

栄養バランスのとれた具材を考え、量や値段を考え
た買い物計画ができる。 
自分で情報を整理し、仲間と協力してまとめ、わか
りやすくまとめて発表できる。 

栄養バランスのとれた具材を考
えることができる。 
自分で情報を整理し、まとめて発
表できる。 

バランスに偏りのある
具材。 
情報が整理できない。 

具材を考えられて
いない。 
情報の整理、発表
ができない。 

技能 
食の課題追求に向けて、必要な情報を集
め、比較できる。 

対話、資料、インターネット等３つ以上の手段で必
要な情報を集め、比較できる。 

２つの手段で必要な情報を集め
比較できる。 

１つの情報に頼ってい
る。 

必要な情報が集め
られない。 

知識 
理解 

食の知識を総合し、課題解決に生かすこと
ができる。 
活動を振り返り、新たな気づきや課題を見
つけ、全体像を理解できる。 

学んだ知識（家庭科や調べ学習）を生かし、課題に
適した準備・料理ができる。 
活動を振り返り、仲間との協力、努力・工夫・新た
な気づき、課題を見つけることができている。 

学んだ知識を生かし、課題に適し
た料理ができる。 
仲間との協力、努力・工夫・気づ
き、課題の内、２つを見つけるこ
とができている。 

課題に適した準備・料
理ができる。 
仲間との協力等１つの
ことを振り返ることが
できる。 

課題に適した活動
ができていない。 
振り返りができて
いない。 
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に考えた評価規準で、記述されているようなことが概ね達成できていればB、さらに高

度な内容が達成できていればA、達成できていなければCと評価する。 

 

＜自由記述分析＞ 

 授業後の振り返りは、児童・生徒自らが学習の状態を確認し、見通しを持つために必要と

され、記述内容から、教員は児童・生徒の学習状態を把握できる。ＫＪ法と同様な質的分析

は、このような自由記述文の内容を、一定の妥当性を持って量的にも把握するために、有効

な方法である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 25 料理カードを使った実践での児童・生徒の振り返り（自由記述文）の分析例 

 

図表 25B 図表 25A 

家庭科「元気な毎日と食べもの」二時間目   

    


 

 


 
 


 

 


 
 


 

 
           


 

５年   名前    


 

 


 
 


 

 


 
 


 

          


 

   

◎今日のめあて   

   

   

   

○食べ方に関する課題を書きましょう。   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

○今日の学習のふり返り   

学習のめあてについて学んだことを書きましょう。   

   

   

   

   

   

   

   

   

今日の学習で一番心に残ったことを書きましょう。   

   

   

   

   

   

   

   

 図表 25C 
児童
名 

記述あ
り 

主食・主菜・副菜  食文化  健康を保つ 
感想  気づき 

組み合わせ 

そろえて食べる  主食とは？  組み合わせ方の気づき  旬・食の楽しみ 
低カロリーで 
栄養たっぷり 

一組目  二組目 

a  ✓ 
バランスよくの基本は、主
食・主菜・副菜をちゃんと
整えることだとわかった。 

　  　  　  　 
自分で食べ物を選んで楽
しかった。 

　 

サンマの塩焼き 
ひじきの煮物 
みそ汁 

 

　  3 

b  ✓ 
主食・主菜・副菜を必ず食
べていることがわかった。 

ご飯は主食であり、日本の
伝統的な食文化に欠かせ
ないたべものだとわかった。

　  　  　  　  　 
サンマの塩焼き 
きゅうりの塩もみ 

鮭のムニエル 
みそ汁 

4 

c  ✓ 
主食と主菜、副菜をそろえ
ることがわかった。 

　 
日本人が伝統食として食
べてきたものは、野菜や魚
類が多いことがわかった。 

日本食はヘルシーで旬
のものを使うので体にと
てもいいことがわかった。 

日本食はヘルシーで旬
のものを使うので体にと
てもいいことがわかった。 

自分が考えた食品の組
み合わせを調理してみた
いと思った。 

　 
サンマの塩焼き 
ほうれん草のおひたし 
みそ汁 

切り身魚のホイル焼き 
ひじきの煮物 
みそ汁 

7 

d  ✓ 
主食に主菜と副菜を組み
合わせて食べることが大
切だとわかった。 

ご飯は主食だとわかった。 　  　  　 
友達と食品の組み合わ
せを考えて楽しかった。 

　 
魚のホイル焼き 
根菜の煮物 

サンマの塩焼き 
ひじきの煮物 

5 

e  ✓ 
ごはんに主菜と副菜を加
えて組み合わせを考える
ことが大切だとわかった。 

ごはんは主食であることが
わかった。 

ごはんは組み合わせを考
えるとき、最初に考えるこ
とがわかった。 

　  　 
自分で献立を考える時に、
主食・主菜・副菜を意識し
た。 

みそ汁は、主菜なのか、
副菜なのか、わからな
かった。 

麻婆豆腐 
ひじきの煮物 
みそ汁 

納豆 
じゃがいもの炒め煮 
みそ汁 

7 

f  ✓ 
食事は、主食・主菜・副菜
を組み合わせることが大
事なんだな思いました。 

　  　 

日本の食事はカロりーが
低く,栄養があるので、よく
考えられているなと思い
ました。 

日本の食事はカロりーが
低く,栄養があるので、よく
考えられているなと思い
ました。 

　  　 

サンマの塩焼き 
ひじきの煮物 
みそ汁 

 

魚のホイル焼き 
里芋の煮物 
みそ汁 

5 

g  ✓ 
食事は、主食・主菜・副菜
のバランスが大事だとわ
かった。 

　  　 
日本の食事を考えた昔の
人は、よく考えているなぁ
と思った。 

日本の食事は、栄養があ
り,カロリーも低い。 

日本の食事を考えた昔の
人は、よく考えているなぁ
と思った。 

　 

サンマの塩焼き 
ひじきの煮物 
みそ汁 

 

切り身魚のホイル焼き 
里芋の煮物 
みそ汁 

6 

h  ✓ 
主食・主菜・副菜のバラン

スが大事. 
ごはんは主食として考える。

ごはんは組み合わせの順
番としてまず第一に考える。

　  　 

ごはんを主食としていろ
いろな食べ物をつくった
のがとても楽しかったで
す。 

　 
鮭のムニエル 
カボチャの煮物 

冷やっこ 
ほうれん草のおひたし 

5 

i  ✓ 

バランスよく食べるという
のは、主食・主菜・副菜を
そろえて食べることだとわ
かった。 

ごはんは主食として昔から
日本人が大切に食べてき
たことがわかった。 

　  　 

栄養のバランスを考える
のは、健康にもつながる
ので大切なことだとわ
かった。 

自分たちで食品を組み合
わせたのが楽しかったで
す。 

納豆や豆腐が主菜だった
ので、びっくりしました。 

サンマの塩焼き 
ひじきの煮物 

切り身魚のホイル焼き 
根菜のみそ汁 

7 

j  ✓ 
バランスよく食べるために、
主食・主菜・副菜をきちん
とそろえることがわかった。

　 
旬のものを選ぶと食べると
きに楽しいかなと思った。 

　  　 
食品選びがとても楽し
かったので、もっとした
かったです。 

　 
切り身魚のホイル焼き 
ひじきの煮物 
みそ汁 

サンマの塩焼き 
ほうれん草のおひたし 
みそ汁 

5 

K  ✓ 

バランスよく食べるために
きちんと主食・主菜・副菜
をそろえて食べなければ
ならない。 

ごはんを日本人は主食と
して昔から食べてきた。 

ごはんを中心に考えること
を初めて知った。 

　  　 
ぼくはこれから食事のバ
ランスを考えていきたい
です。 

ぼくは、毎食、副菜をあま
り食べていないことがわ
かった。 

鮭のムニエル 
レンコンのきんぴら 

　  6 

l  ✓ 
食事は、主食・主菜・副菜
を組み合わせることが大

切だとわかりました。 
　  　  　  　 

カードで献立をいろいろ
考えて作るのが楽しかっ
たです。 

　 
じゃがいもの炒め煮 
納豆 
みそ汁 

冷やっこ 
ひじきの煮物 
みそ汁 

 

4 

m  ✓ 
主食・主菜・副菜はとても

大切なんだなと思った。 
ごはんは昔から日本では
主食としてたべてきたから。

　  　  　  　 

最近は、忙しいからか、
主食・主菜・副菜をそろえ
て食べている人が減って
いるんだなと思った。 

サンマの塩焼き 
みそ汁 
きゅうりの塩もみ 

　  4 

13 13  7  5  3  4  10  4  13  10  4.9  

100％ 100%  54%  38%  23%  31%  77%  31%  100%  77% 
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図表25に振り返り文を分析した例を示してある。児童・生徒が自由に記述したもの（図

表25A）を、内容によって分類し、表を作成する（図表 25C）。分類項目は、あらかじめ

決めずに記述内容から決定する。児童・生徒の記述の広がりは、分類項目の数として数

値化され（図表 25C右に集計）、また、クラス全体で、どのような項目について記述し

ていたかは、分類項目ごとの数値として集計できる（図表 25C下）。これをグラフ化し

たもの（図表 25B）から、児童・生徒の学習の状態を読み取ることができる。 

 

(3) 食生活変容の評価の実際 

食育の目的の第一に「健全な食生活を実践できる人間を育てること」があげられており、食

生活が改善されているかどうかを評価することが大切である。 

評価項目を作成するにあたり、様々な食生活調査の様式が活用できるが、独立行政法人日本

スポーツ振興センターの児童・生徒の食事状況調査報告書をそのまま使う場合も多いことから、

以下に例示する。 

図表 26 平成２２年度児童・生徒の食生活実態調査の項目【食生活実態調査編】   

独立行政法人日本スポーツ振興センター作成 

 【児童・生徒】 

１ 学校給食が好きですか 

２ 学校給食が好きな理由  

３ 学校給食で好きな料理 

４ 学校給食できらいな料理  

５ 学校給食を残しますか 

６ 学校給食を残す理由 

７ 食事のときに気をつけていること 

８ 食品のはたらき 

９ 学校給食前の空腹度  

10 朝、起きる時刻・夜、寝る時刻 

11 起床時の状態 

12 朝食の摂取状況 

13 朝食の欠食理由 

14 学校の授業以外の運動 

15 食事前の手洗い 

16 おやつの摂取状況 

17 よく食べるおやつ 

18 夜食の摂取状況 

19 よく食べる夜食  

20 家での食事の手伝い 

21 自分だけで料理が作れますか 

22 自分だけで作れる料理 

23 食事のときのあいさつ 

24 はしの持ち方 

25 朝食・夕食の摂り方 

26 家庭での食事のマナー 

27 食事が楽しいと感じるとき 

28 きらいな食べ物 

29 きらいな食べ物への対応  

30 好きな料理 

31 きらいな料理 

32 健康状態 

33 １週間の朝食摂取状況 

 【保護者】 

１ お子さんの朝食・夕食の摂り方 

２ お子さんの朝食・夕食の食事時間 

３ 朝食の摂取状況 

４ 朝食の欠食理由 

５ 献立を決めるときに気をつけること 

６ 誰の嗜好に合わせて料理を作りますか 

７ 調理済み食品の使用頻度 

８ 調理済み食品の使用理由 

９ 朝食・夕食の調理時間 

10 お子さんと料理を作りますか  

11 食品を選ぶときに気をつけること 

12 はしの持ち方 

13 お子さんの生活時間 

14 学校給食に関する資料の活用度 

15 学校給食に関する資料で参考になること 

16 学校給食で良いと思われること 

17 学校給食に望むこと 

18 お子さんに食に関することで教えていること 

19 お子さんの生活習慣で心配なこと 

20 健康状態 

21 １週間の朝食摂取状況  

  

  【学級担任】 

１ 学校給食で指導していること 

２ 児童・生徒の生活習慣や身体状況で心配なこと 

３ 学校給食を残さず食べることを指導していますか 

４ 学習指導要領に食育の推進に記載があることの理解 

５ 学校給食に関する資料で参考になること 

６ 保護者から児童・生徒へ食に関して教えてほしいこと 

７ はしの持ち方  
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このような、食生活調査は、実態把握には有効であるが、児童・生徒の食生活改善の意欲を促

したり、見通しを持って改善に取り組ませたりする効果はあまり期待できない。 

図表27に、中学生のための夏休みの生活記録用紙、生徒自らが記入した目標の質的分析結果、

振り返りの記述例を示した。生徒に食事・運動・睡眠の大切さを学ばせた後、夏休みの目標を自

ら立てることで自覚が生まれ、より良い生活習慣を送ることを促す効果があると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 食育の取組評価の実際 

食育の評価を、学校評価における評価項目として位置付け、学校の実情や児童・生徒の実態

に応じた目標を設定し、その達成状況を評価することが大切である。また、保護者等による家

庭・地域での取組状況を踏まえた自己評価や、学校における食育の推進体制に対する学校関係

者評価（家庭・地域による外部評価）を行い、総合的に評価することが求められている。 

目標の達成状況を検証し、その原因分析等を行うためには、客観的な情報・資料を日常的に

収集・整理し、児童・生徒の変容の把握や分析、学校関係者評価のためのアンケートの実施・

集約・分析など学校評価への資料を活用することが重要である。 

評価の結果は、公表するとともに、保護者や地域住民等と意見交換を行うことを通じて相互

理解を深め、学校、家庭、地域の連携体制の改善・強化を図り、組織的・計画的・継続的に食

育の推進に取り組むことが重要である。    

図表 27 夏休みの生活調査 

 

振り返り記述例 
・目標も結構達成できたのでよかったと思
います。食事の中では、間食はほぼ毎日し
てるなあと思いました。運動はもっとした
ほうがいいと思いました。睡眠はけっこう
とれてたと思います。学習もけっこうした
と思います。この夏休み規則正しい生活で
きたと思います。 
・運動は部活以外しなかったけど、食事は
３食ほとんどとれた。睡眠は寝るのが遅い
けど、起きるのは家の誰よりも早かった。
学習は最近 1 時間だけやっています。 
 
保護者記述例 
・“３食をきっちり食べ”“よく睡眠をとり”
“運動”と“学習”と充実した夏休みを過
ごしていました。一日が早く感じるほどで
す。毎日の暑い中を自分で計画を立てて学
習もしていたので、この調子で２学期も頑
張ってほしいと思います。間食は少量しか
食べてないようなので、気分転換にもな
り、ストレス解消になると思うので、この
ぐらいなら OK だと思います 
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0 10 20 30 40 50 

牛乳 

食べ過ぎない 

よくかむ 

自分で作る 

間食しない 

昼食 

朝ごはん 

野菜 

しっかり食べる 

残さずに 

好き嫌い 

体の調子を整える 

主食・主菜・副菜 

赤黄緑 

６群 

バランス 

3食 

％ 

食事目標の内容 
M中学校1年生

夏休みの宿題

長い夏休みがやってきます。規則正しい生活を送りましょう！毎日「運動」「食事」「睡眠」のチェックをしましょう。

□夏休みの「運動」「食事」「睡眠」「学習」目標をたてましょう
※具体的に書きましょう。時間や回数などを目標に入れましょう！

□毎日の生活チェックをしましょう

【記入例】

1 日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 21 22 2 3 24 今日はたくさん学習した。

月 睡眠もたっぷりとった。

【7 月】

20 日 終業式 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 20 21 22 2 3 24

水

21 日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 20 21 22 2 3 24

木

22日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 20 21 22 2 3 24

金

23 日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 20 21 22 2 3 24

土

24 日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 20 21 22 2 3 24

日

【8 月】
29 日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 20 21 22 2 3 24

月

30 日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 20 21 22 2 3 24

火

31 日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 20 21 22 2 3 24

水

□自己評価 夏休みをふりかえろう！！夏休みの目標は達成できましたか？

□「運動」「食事」「睡眠」「学習」についてふり返ってみよう。規則正しい生活ができましたか？

2学期からの生活はどのようにしますか？（8 0 字以上書きましょう）

【保護者の方から一言お願いします】

※提出日・・・9 月1 日始業式 必ず提出して下さい！

運動 学習 睡眠時間記録（寝ている時間を塗りつぶしてみよう） 日記（今日のできごと・反省・感想など）予定・行事 朝食 昼食 夕食 間食

運動 学習 睡眠時間記録（寝ている時間を塗りつぶしてみよう） 日記（今日のできごと・反省・感想など）

○ ○ ○ × ○ ○

予定・行事 朝食 昼食 夕食 間食

運動 

睡眠 

食事 

学習 

１年　組　　番（　　          　　　　   　） 

　　 　 　 　 　 　 　 　     　  でき た 　 　 　 　 　 　 　 　 　   でき なかっ た 
・ 「 運動」 の目標達成度　 　 　 ５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １  
・ 「 食事」 の目標達成度　 　 　 ５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １  
・ 「 睡眠」 の目標達成度　 　 　 ５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １  
・ 「 学習」 の目標達成度　 　 　 ５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １  

（略） 
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 以下に、食育の推進体制整備等の教職員の取組をはじめ、児童・生徒の実態に応じた学びの

評価を行っている研究校の事例を示す。 

 

＜研究校の事例＞ 

ア 評価のねらいと方法 

学年末に食に関する様々な教育活動を振り返り、１年間の推進の成果と課題を検証する。

そして、その成果と課題を来年度の実践へとつなげていく。 

評価する内容は、『Ⅰ教職員の取組』と『Ⅱ児童の学び』である。『Ⅰ教職員の取組』の評

価は、学校教育活動全体を通して、組織的、計画的、継続的に食育を実施することができた

かを評価する。『Ⅱ児童の学び』の評価は、子どもにどのような力を身につけさせることが

できたのか、また指導目標が達成できたのかなど、子どもの成長や変容を評価する。 

イ 具体的な評価の取組 

(ｱ) 教職員の取組の評価 

学校評価や児童・保護者アンケート、食育推進委員会の各部（授業・教材部、調査部、

広報・環境整備部）の成果と課題等を参考にしながら、全ての教職員で推進体制の整備

等の５つの評価項目について、教職員の取組の評価を行う。そして、今年度の取組の成

果と課題を明らかにし、来年度の取組の方向性を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 教職員の取組の評価

【評価方法】 
５つの評価項目の成果と課題、来年度の方向性を全ての教職員（校内研修）で話し合う。 
 

【評価項目】 
① 校務分掌への位置づけや、推進体制の整備 
② 全体計画、年間指導計画、評価の改善 
③ 全体計画・年間指導計画にしたがった授業や指導 
④ 学校給食の時間を活用した食指導 
⑤ 家庭や地域との連携 
 

＜参考資料＞ 
○ 学校評価   ○ 児童・保護者アンケート  
○ 各部（授業・教材部、調査部、広報・環境整備部）の成果と課題 等 
 

図表 28 教職員の取組の評価 （例） 

〈評価方法と評価項目〉 
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＜教職員の取組の評価結果＞  

③「食育全体計画」、「年間指導計画」にしたがって授業や指導を行うことができたか。 

○できた ●できなかった ◇来年度に向けて 

○全体計画を意識して、授業や指導ができた。 

○地域の人や食べ物を活用した実践をどの学年も積極的に行うことができた。 

○栄養教諭や養護教諭が、授業に参画し、担任と協力して適切な授業や指導ができた。 

●「感謝の気持ちを伝える」授業や、食べ物の「旬」に関わる授業ができなかった。 

●教科や道徳の授業で、食育の視点を意識して授業ができていなかった。 

●高学年で郷土食の実践など、食文化の継承（食育６目標の１つ）ができなかった。 

◇給食センターの見学は、めあてや目標を決めて行きたい。学年によって見学の視点

が違うので、来年度からは２年生と４年生が見学に行く。 

◇全校朝会の時間を活用し、毎月１回食育の話や発表ができるように計画していく。 

 

(ｲ) 児童の学びの評価 

児童の学びの評価は、まず、給食の時間の様子、食育の授業の発言や記述、児童・保

護者アンケート等を参考にして、食に関する指導の全体計画の「低・中・高学年の食に

関する指導目標」が達成できたかどうかを低・中・高学年ごとで振り返る。次に、その

指導目標の達成状況を踏まえ、全ての教職員で「食を通して子どもに育てたい４つの力」

を身に付けさせることができたのかを振り返る。このような方法で、１年間の子どもの

成長や変容を評価し、来年度の食育の目標や子どもに育てたい力、指導内容等について

検討する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ 児童の学びの評価 

【評価方法】 
・「低・中・高学年の食に関する指導目標」が達成できたかどうか、低・中・高学年 

ごとに話し合う。 
・「食を通して子どもに育てたい４つの力」が身に付いたか、全ての教職員で話し合う。 
 

 

《参考資料》 
○ 給食時間の様子 ○ 食育の授業の発言や記述 ○ 児童・保護者アンケート 等 
 

【評価項目】 
 
 

低・中・高学年の食に関する指導目標 

食を通して子どもに育てたい４つの力 

図表 29 児童の学びの評価（例） 

〈評価方法と評価項目〉 
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〈児童の学びの評価結果（例）〉 

【実践力（行い）】・体によい食べ方ができる力  

○力がついた ●力がついていない ◇来年度へ向けて 

○栄養のバランスを意識して食べようとする児童が増えた。           

○おやつの学習を通して、時間や量を決めて食べる児童が増えた。      

○食育参観日などを通して保護者と連携することで、食べ物を残さず食べる児童や、バラ

ンスの良い朝ご飯を食べる児童が増えた。 

●体によい食べ方ができる児童が増えてきたが、それを継続していけるかが課題。例えば、

バランスのよい朝ご飯を毎日食べ続けることができるか。  

●給食では、好ききらいをせずに残さず食べることができているが、家庭では苦手なもの

を食べない児童の割合が高くなっている。 

◇学校で学んだり実践したりしていることを家庭に伝えることによって、学びが家庭に 

広がっていく。家庭との連携の工夫が必要である。 

 

〈低・中・高学年の食に関する指導目標 〉    

【低学年】 
 ・食事を作ってくれた人に感謝し、その気持ちを素直に伝える。 
 ・食器を持って正しい姿勢で食べることができる。 
 ・自分たちで育てたお米や野菜を味わって、おいしく食べることができる。 
・食べ物の名前や栄養を知り、何でも食べようとする。 

【中学年】 
 ・食にかかわる人々に感謝し、その気持ちを素直に伝える。 
 ・食べ物の旬を知る。 
 ・黒豆の栽培や調理を通して、黒豆を大切にしていこうとする心を持つ。 
 ・かむことの大切さや、望ましい清涼飲料水の飲み方を知り、実践する。 
 ・環境を大切にするとともに、地域食材のよさを知る。 
【高学年】 
 ・自ら食事の準備や片付け、簡単な調理ができる。 
 ・日本や地域の産物・食文化を大切にする心を持ち、学んだことを伝える。 
 ・食の安心・安全や生活習慣病について理解し、よりよい食習慣を身につける。 
 ・食料自給力を高める方法を考え、実践する。 
・地産地消のよさに気づき、地域でとれたものを大切にする。 

 

〈食を通して子どもに育てたい４つの力〉 

①洞察力（気づき） 
 ・食べ物のいのちや、食にかかわる人々の 

思いを感じる力 
・食文化の大切さに気づく力 

②判断力（考え） 
・食べ物の味や栄養が分かる力 
・体によい食べ物を選ぶ力 

③実践力（行い） 
・体によい食べ方ができる力 
・調理をしたりご飯を炊いたりする力 
・食事のマナーを身につける力 

④表現力(伝える） 
 ・感謝の気持ちを素直に伝える力 

 ・学びを家庭で話し合ったり、学校や地域で 
発表したりする力 
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＝資料と解説＝ 
１ 食育基本法に示された食育の考え方・基本理念 
 （総務省行政管理局 e-Gov（イーガブ）http://law.e-gov.go.jp/htmldata/H17/H17HO063.html、 

  内閣府食育推進施策 http://www8.cao.go.jp/syokuiku/index.html、 

  食生活情報サービスセンターhttp://www.e-shokuiku.com/index.html) 

食育基本法（平成 17 年法律第 63 号）は、食育に関しての基本理念を定め、国及び、地方公共団体等の

責務を明らかにするとともに、 食育に関する施策の基本となる事項を定めたものです。この法律に示され

た食育の考え方や基本理念等を、前文における記載を中心に図表 30 にまとめています。 

 図表 30  食育基本法前文に示された食育の考え方・基本理念等（抜粋） 

項目 食育基本法前文の内容 
関連する 
条文 

   

食育とは 
様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる
人間を育てる。 

第１条 
第２条 

 

現在の 
「食」の問題点 

  1.国民の意識： 
社会経済情勢がめまぐるしく変化し、日々忙しい生活を送る中で、人々は毎日の
「食」の大切さを忘れがちである。 

 

  2.食生活：  栄養の偏り、不規則な食事、肥満や生活習慣病の増加、過度の痩身志向。  

  3.食品・食料： 新たな「食」の安全上の問題や、「食」の海外への依存の問題が生じている。  

  4.食文化： 
豊かな緑と水に恵まれた自然の下で先人からはぐくまれてきた、地域の多様性と
豊かな味覚や文化の香りあふれる日本の「食」が失われる危機にある。 

 

  5.食情報： 
「食」に関する情報が社会に氾濫する中で、食生活の改善の面からも食の安全の
確保の面からも、自らの「食」のあり方を学ぶ事が求められている。 

 

  

「食」の重要性 子供たちが豊かな人間性をはぐくみ、生きる力を身に付けるためには何よりも「食」が重要である。  

  

食育の位置づけ 食育を生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきものと位置づける。  

  

食育の役割 子供たちに対する食育は、心身の成長及び人格の形成に大きな影響を及ぼし、生涯にわたって健全な心と身体を
培い豊かな人間性をはぐくんでいく基礎となる。 

 

 

食育の 
目的・目標 

○食育推進の目的  

 
国民一人一人が「食」について改めて意識を高め、自然の恩恵や 「食」に関わる人々の様々な活動への感謝の
念や理解を深めつつ、「食」に関して信頼できる情報に基づく適切な判断を行う能力を身に付けることによって、
心身の健康を増進する健全な食生活を実践するため。 

 

○目的・目標の分類（食育の内容・領域、方向性、方法、身につける資質・能力 等）と記載内容  

 
 1.健全な心身 
  →豊かな人間性: 

豊かな人間性をはぐくみ、生きる力を身に付ける。 
第１条 
第２条 

  2.健康増進・健全な食生活: 心身の健康を増進する健全な食生活を実践する。 
第１条 
第２条 

  3.自然の恩恵: 自然の恩恵への感謝の念や理解を深める。 第３条 

  4.食に関わる人々の活動:  「食」に関わる人々の様々な活動への感謝の念や理解を深める。 第３条 

 
 5.信頼できる食情報に 
  基づく判断力: 

「食」を選択する力を習得する。 
「食」に関して信頼できる情報に基づく適切な判断を行う能力を身に付ける。 

＊条文（第２条）では「食に関する適切な判断力を養い、生涯にわたっ
て健全な食生活を実現すること」による健康増進について言及 

＊条文（第８条）では、「食品の安全性をはじめとする食に関する幅広
い情報の提供及びこれについての意見交換」の必要性に言及 

第２条 
第８条 

  6.食料需給・自給率: 
食料自給率の向上に寄与する。 

＊条文（第７条）では「我が国の食料の需要及び供給の状況についての
国民の理解を深め、我が国の食料自給率の向上に資する。」 

第７条 
第 20 条 

 
 7.生産者-消費者の信頼関係 
  構築と地域の活性化: 

都市と農山漁村の共生・対流を進め、「食」に関する消費者と生産者との信頼
関係を構築して地域社会の活性化に寄与する。 

第７条 
第 20 条 

  8.食文化: 豊かな食文化の継承及び発展に寄与する。 
第７条 
第 20 条 

 
 9.環境と調和した 
  生産・消費: 

環境と調和のとれた食料の生産及び消費の推進に寄与する。 
第７条 
第 20 条 

 

「食に関わる体験活動」
の重要性 

（食育の方法として） 

 様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得する。 

＊条文（６条・20 条）の記載では 
「あらゆる機会とあらゆる場所を利用して、食料の生産から消費等に至るまでの食に関する様々
な体験活動を行う。」（第６条） 
「教育の一環として行われる農場等における実習、食品の調理、食品廃棄物の再生利用等様々な
体験活動を通じた子どもの食に関する理解の促進。」（第 20 条） 

第６条 
第 20 条 

 

教育関係者等 
の責務 

＊条文（11 条）でのみ記載 
 教育並びに保育、介護その他の社会福祉、医療及び保健（以下「教育等」という。）に関する職
務に従事する者並びに教育等に関する関係機関及び関係団体（以下「教育関係者等」という。）は、
食に関する関心及び理解の増進に果たすべき重要な役割にかんがみ、基本理念にのっとり、あら
ゆる機会とあらゆる場所を利用して、積極的に食育を推進するよう努めるとともに、他の者の行
う食育の推進に関する活動に協力するよう努めるものとする。 

第 11 条 

過度の痩身又は肥満の防止 
（学校、保育所等における食育
の推進に係る施策として） 

＊条文（20 条）でのみ記載 
子どもの健全な食生活の実現及び健全な心身の成長が図られるよう、過度の痩身又は肥満の心身
の健康に及ぼす影響等についての知識の啓発その他必要な施策を講ずる。 

第 20 条 
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 食育基本法前文では、「食の大切さを忘れがち」など、５つの項目にわたる「食」の問題点を挙げ、「様々

な経験を通じて『食』に関する知識と『食』を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができ

る人間を育てる食育を推進することが求められている」としています。さらに、食育はあらゆる世代、と

りわけ子供たちに対して必要であることを指摘し、食育を「生きる上での基本であって、知育、徳育及び

体育の基礎となるべきもの」と位置づけました。そして、第 11 条では、教育関係者の責務を、「基本理念

にのっとり、あらゆる機会とあらゆる場所を利用して、積極的に食育を推進するよう努める」と定めてい

ます。 

 食育の目的・目標は、細かく分類すれば図表 30 に示したように９つに分類でき、食育基本法は「食」

に関わる幅広い分野について学ぶことを求めているといえます。学校での食育においても、どのように食

べたらいいか、どのようにしたらよい食習慣が身につけられるか、という栄養・健康に関わる内容の学習

だけではなく、食べものの持つ多様な側面に気づくような取組が求められており、また、このような多様

な取組があってはじめて「『食』に関する知識と『食』を選択する力を習得し、健全な食生活を実践する

ことができる人間を育てる」ことができるといえます。 

 本プログラムでは、図表 11（p10）に食育基本法から導いた目的・目標の枠組みを示していますが、図

表 30 に示したものの内、学校教育で扱うことがやや困難な「7.生産者-消費者の信頼関係構築と地域の活

性化」を食料需給・自給率に含めて考え、代わりに、食育の方法として食育基本法で特に重要視されてい

る「食に関わる体験活動」を加えて、9 つの学習目標の枠組みとして提示しました。 

 

２ 新しい学習指導要領における食育の位置づけ 
（文部科学省トップ > 教育 > 小学校、中学校、高等学校 > 新学習指導要領・生きる力 > 新学習指導要領

の基本的な考え方 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/idea/） 

従来から、学校における食育は、学校給食や関連教科などにおいて指導が行われてきましたが、平成 20

年３月告示の小・中学校及び平成 21 年３月告示の特別支援学校の学習指導要領では、食育の推進が初め

て明記されました。 

今回の学習指導要領では、改訂の３つのポイントの１つに「道徳教育や体育などの充実により、豊かな

心や健やかな体を育成」が挙げられ、その中で食育については「体験活動を活用しながら、道徳教育や体

力の向上についての指導、安全教育や食育などを発達の段階に応じ充実し、豊かな心や健やかな体を育成」

と記載されています。 

また、教育内容の主な改善事項の１つに「体験活動の充実」が挙げられ、これに関しては平成 18 年２

月の教育課程部会の「審議経過報告」で「体験は、体を育て、心を育てる源である。子どもには、生活の

根本にある食を見直し、その意義を知るための食育から始まり、自然や社会に接し、生きること、働くこ

との尊さを実感する機会をもたせることが重要である」とされています。また、「社会の変化への対応の

観点から教科等を横断して改善すべき事項」７項目の１つにも食育が取り上げられています（平成 20 年

１月 17 日 幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について（答

申））。 

その結果、各学校段階の改訂の要点に「体力の向上に加え、安全に関する指導や食育を重視」が挙げら

れ、総則に「学校における食育の推進」が位置付けられるとともに、体育科／保健体育科、家庭科／技術・

家庭科や特別活動など、関連する教科等においても、それぞれの特質に応じて適切に行うことが明記され

ました。 

 

図表31 学習指導要領（抜粋） 

【小学校学習指導要領】 
第１章 総則 第１－３  

特に，学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導，安全に関する指導及び心身

の健康の保持増進に関する指導については，体育科の時間はもとより，家庭科，特別活動な

どにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めることとする。 

第８節 家庭 

 
第２－Ｂ－(1)  

ア食事の役割を知り，日常の食事の大切さに気付くこと。 

イ楽しく食事をするための工夫をすること。 
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第２－Ｂ－(2)  

ア体に必要な栄養素の種類と働きについて知ること。 

イ食品の栄養的な特徴を知り，食品を組み合わせてとる必要があることが分かること。 

ウ１食分の献立を考えること。 

第２－Ｂ－(3)  

ア調理に関心をもち，必要な材料の分量や手順を考えて，調理計画を立てること。 

イ材料の洗い方，切り方，味の付け方，盛り付け，配膳及び後片付けが適切にできること。 

ウゆでたり，いためたりして調理ができること。 

エ米飯及びみそ汁の調理ができること。 

オ調理に必要な用具や食器の安全で衛生的な取扱い及びこんろの安全な取扱いができること。 

第３－２－(1) －ウ  

食に関する指導については，家庭科の特質に応じて，食育の充実に資するよう配慮すること。 

第９節 体育 

 
第３－１－(5)  

保健の内容のうち食事，運動，休養及び睡眠については，食育の観点も踏まえつつ健康的な

生活習慣の形成に結び付くよう配慮するとともに，保健を除く第３学年以上の各領域及び学

校給食に関する指導においても関連した指導を行うよう配慮すること。 
第６章 特別活動 

 
第２〔学級活動〕－２ 〔共通事項〕－(2)－キ  

食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成 
【中学校学習指導要領】 
第１章 総則 

 
第１－３ 

 特に，学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導，安全に関する指導及び心身

の健康の保持増進に関する指導については，保健体育科の時間はもとより，技術・家庭科，

特別活動などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めることとする。 

第７節 保健体育 

 
第２〔保健分野〕－２－(4) －イ  

健康の保持増進には，年齢，生活環境等に応じた食事，運動，休養及び睡眠の調和のとれた

生活を続ける必要があること。また，食事の量や質の偏り，運動不足，休養や睡眠の不足な

どの生活習慣の乱れは，生活習慣病などの要因となること。 

第２〔保健分野〕－３－(7)  

内容の(4)のイについては，食育の観点も踏まえつつ健康的な生活習慣の形成に結び付くよ

う配慮するとともに，必要に応じて，コンピュータなどの情報機器の使用と健康とのかかわ

りについて取り扱うことも配慮するものとする。 

第８節 技術・家庭 

 
第２〔家庭分野〕－２－Ｂ－(1)    

ア 自分の食生活に関心をもち，生活の中で食事が果たす役割を理解し，健康によい食習慣に

ついて考えること。 
イ 栄養素の種類と働きを知り，中学生に必要な栄養の特徴について考えること。 
第２〔家庭分野〕－２－Ｂ－(2)  

ア 食品の栄養的特質や中学生の１日に必要な食品の種類と概量について知ること。 

イ 中学生の１日分の献立を考えること。 

ウ 食品の品質を見分け，用途に応じて選択できること。 

第２〔家庭分野〕－２－Ｂ－(3)  

ア 基礎的な日常食の調理ができること。また，安全と衛生に留意し，食品や調理用具等の適

切な管理ができること。 

イ 地域の食材を生かすなどの調理を通して，地域の食文化について理解すること。 

ウ 食生活に関心をもち，課題をもって日常食又は地域の食材を生かした調理などの活動につ

いて工夫し，計画を立てて実践できること。 

第２〔家庭分野〕－３－(2) －エ  

食に関する指導については，技術・家庭科の特質に応じて，食育の充実に資するよう配慮す

ること。 

第５章 特別活動 

 
第２〔学級活動〕－２－(2) －ケ  

食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成 

【特別支援学校小学部・中学部学習指導要領】 

第１章 総則 第２

節 

 

第１－３  

特に，学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導，安全に関する指導及び心身

健康の保持増進に関する指導については，小学部の体育科及び中学部の保健体育科の時間は

もとより，小学部の家庭科（知的障害者である児童に対する教育を行う特別支援学校におい

ては生活科），中学部の技術・家庭科（知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援

学校においては職業・家庭科），特別活動，自立活動などにおいてもそれぞれの特質に応じ

て適切に行うよう努めることとする。 
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３ 学校給食法における食育の位置づけ 
平成 20 年６月の改正（平成 21 年４月１日施行）により、第１条（この法律の目的）及び第２条（学校

給食の目標）が食育の推進の観点から見直されました。第１条では、学校給食の普及充実に加えて「食育

の推進を図ること」が目的として明記され、第２条は、食育の観点を踏まえて７項に整理・充実されて、

「生命及び自然を尊重する精神を養う」「食にかかわる人々の活動の理解」「伝統的な食文化の理解」な

ど新たな内容が追加されました。 

この改正により、学校給食は栄養補給のための食事という意味だけではなく、学校教育の一環であると

いうことがより明確となりました。 

なお、第 10 条では、「栄養教諭が学校給食を活用した食に関する実践的な指導を行う」「当該地域の

産物を学校給食に活用するなどの創意工夫を行う」などが追加されました。 

 

図表 32 学校給食法抜粋 

第１条（この法律の目的） この法律は、学校給食が児童及び生徒の心身の健全な発達に資するものであり、かつ、

児童及び生徒の食に関する正しい理解と適切な判断力を養う上で重要な役割を果たすも

のであることにかんがみ、学校給食及び学校給食を活用した食に関する指導の実施に関し

必要な事項を定め、もつて学校給食の普及充実及び学校における食育の推進を図ることを

目的とする。 
第２条（学校給食の目標） 学校給食を実施するに当たっては、義務教育諸学校における教育の目的を実現するため

に、次に掲げる目標が達成されるよう努めなければならない。  

一  適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。  

二  日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことができ

る 判断力を培い、及び望ましい食習慣を養うこと。  

三  学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。  

四  食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、生命及

び自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。  

五  食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての理解を深

め、勤労を重んずる態度を養うこと。  

六  我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。  

七  食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。 
第 10 条  栄養教諭は、児童又は生徒が健全な食生活を自ら営むことができる知識及び態度を養う

ため、学校給食において摂取する食品と健康の保持増進との関連性についての指導、食に

関して特別の配慮を必要とする児童又は生徒に対する個別的な指導その他の学校給食を

活用した食に関する実践的な指導を行うものとする。この場合において、校長は、当該指

導が効果的に行われるよう、学校給食と関連付けつつ当該義務教育諸学校における食に関

する指導の全体的な計画を作成することその他の必要な措置を講ずるものとする。  

２ 栄養教諭が前項前段の指導を行うに当たっては、当該義務教育諸学校が所在する地域

の産物を学校給食に活用することその他の創意工夫を地域の実情に応じて行い、当該地域

の食文化、食に係る産業又は自然環境の恵沢に対する児童又は生徒の理解の増進を図るよ

う努めるものとする。 

 

４ 「健康づくりのための食生活指針」と「食べ方」の基礎・基本 

国民の健康の増進、生活の質（ＱＯＬ）の向上及び食料の安定供給の確保を図るために、平成 12 年に

文部省、厚生省及び農林水産省が連携して策定し、その普及が閣議決定されたもので、10 項目の指針と、

各項目ごとにその実践のために取り組むべき具体的内容が示されています（図表 33）。  

この食生活指針は、ほぼ同時に制定された「健康日本 21」（健康・体力づくり事業財団「健康日本 21」

http://www.kenkounippon21.gr.jp/ ）の栄養・食生活分野で設定された目標に向けて具体的な実践を進

めていく手だてを示し、また、食料・農業・農村基本計画の「食料自給率目標」を踏まえ、これを達成し

ていく取組の一環として策定されたもので、その後の食育基本法制定の先駆けとなる内容で構成されてい

ます。 

日本人の伝統的食生活が強く意識されており、食事のとり方（指針３〜７）だけではなく、生活の質（Ｑ

ＯＬ）の向上（指針１、２）、食料の安定供給や食文化（指針８）さらには食料資源・環境問題（指針９）

に言及している点で、諸外国の指針にはない、食についての幅広い視野に立った指針となっています。学
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校での食育においても、この食生活指針を学習のねらいの設定等に活用することで、適切な実践に結びつ

けることができます。 

10 項目の指針はどれも大切ですが、小中学生の食べ方に関しては、「食事を楽しみましょう」「１日の食

事のリズムから、健やかな生活リズムを」「主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを」を基本と考

え、これに「適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を」を加えて、自分の食生活を見直せるよう

指導するとよいでしょう。 

図表33 健康づくりのための食生活指針 ：文部省、厚生省、農林水産省 2000 

食生活指針 
(番号は解説のために付けたもの) 

食生活指針実践のために取り組むべき具体的内容 

 1. 食事を楽しみましょう ・心とからだにおいしい食事を、味わって食べましょう。 
・毎日の食事で、健康寿命をのばしましょう。 

・家族の団らんや人との交流を大切に、また、食事づくりに参加しましょう。 

 2. １日の食事のリズムから、健やか

な生活リズムを 

・朝食で、いきいきした１日を始めましょう。 
・夜食や間食はとりすぎないようにしましょう。 

・飲酒はほどほどにしましょう。 

 3. 主食、主菜、副菜を基本に、食事

のバランスを 

・多様な食品を組み合わせましょう。 

・調理方法が偏らないようにしましょう。 
・手作りと外食や加工食品・調理食品を上手に組み合わせましょう。 

 4. ごはんなどの穀類をしっかりと ・穀類を毎食とって、糖質からのエネルギー摂取を適正に保ちましょう。 

・日本の気候・風土に適している米などの穀類を利用しましょう。 

 5. 野菜・果物、牛乳・乳製品、豆類、

魚なども組み合わせて 

・たっぷり野菜と毎日の果物で、ビタミン、ミネラル、食物繊維をとりましょう。 

・牛乳・乳製品、緑黄色野菜、豆類、小魚などで、カルシウムを十分にとりましょ
う。 

 6. 食塩や脂肪は控えめに ・塩辛い食品を控えめに、食塩は１日１０ｇ未満にしましょう。 

・脂肪のとりすぎをやめ、動物、植物、魚由来の脂肪をバランスよくとりましょう。 
・栄養成分表示を見て、食品や外食を選ぶ習慣を身につけましょう。 

 7. 適正体重を知り、日々の活動に見

合った食事量を 

・太ってきたかなと感じたら、体重を量りましょう。 
・普段から意識して身体を動かすようにしましょう。 
・美しさは健康から。無理な減量はやめましょう。 

・しっかりかんで、ゆっくり食べましょう。 

 8. 食文化や地域の産物を活かし、と

きには新しい料理も 

・地域の産物や旬の素材を使うとともに、行事食を取り入れながら、自然の恵みや
四季の変化を楽しみましょう。 

・食文化を大切にして、日々の食生活に活かしましょう。 
・食材に関する知識や料理技術を身につけましょう。 
・ときには新しい料理を作ってみましょう。 

 9. 調理や保存を上手にして無駄や

廃棄を少なく 

・買いすぎ、作りすぎに注意して、食べ残しのない適量を心がけましょう。 
・賞味期限や消費期限を考えて利用しましょう。 

・定期的に冷蔵庫の中身や家庭内の食材を点検し、献立を工夫して食べましょう。 

10. 自分の食生活を見直してみまし

ょう 

・自分の健康目標をつくり、食生活を点検する習慣を持ちましょう。 
・家族や仲間と、食生活を考えたり、話し合ったりしてみましょう。 

・学校や家庭で食生活の正しい理解や望ましい習慣を身につけましょう。 
・子どものころから、食生活を大切にしましょう。 

 
 
５ 「食品群」と「主食・主菜・副菜を基本とした食事バランス」の対応 

○食品群の考え方 

食品群とは、日常よく食べられる主な食品について、体の中での役割が類似した食品をグループに集め

て分類したもので、様々な食品群が考案されてきました。栄養素等の専門的知識がない場合にも、各グル

ープの食品を組み合わせることでバランスの良い食事とすることができるため、栄養計算を用いない場合

の栄養教育で最も基本的な、そして最も大切な教材となっています。 

  現在の学習指導要領では、どのような食品群を用いるかを指定していませんが、家庭科の教科書では、

小学校では３つ、中学校では６つに分けた食品群が用いられ、それぞれ、近藤とし子氏考案の三色食品群

（図表 34）、厚生省保健医療局発表の６つの基礎食品群に基礎を置くものとなっています。なお、家庭科

の教科書では６つの食品群を２つずつまとめると３つになるとの図が掲載されてきましたが、元々は別々

に考案されたもので、三色食品群と６つの基礎食品群の関係は図表 35 のようになっています。 
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  食品群を用いた食べ方の指導は、思ったより難しい側面があり、使用する際の混乱も多くみられます。

学校現場から寄せられた疑問等をふまえ、その問題点の幾つかをまとめてみました。 

1)  ３つの食品群や６つの食品群は、主な食品をグループ分けしたものですから、うまく分類できない

食品もあります。例えば、ナッツ類やデンプンを多く含む豆類（いんげん豆、小豆等）は分類が困難

です。また、こんにゃくは「こんにゃく芋」からつくられるものですが、「黄」群に分類することは

できません。食物繊維が多い点で「緑」群の方が適当でしょう。乳製品といってもバターははじめか

ら「黄」群に分類されていて、同じように生クリームも「黄」群であって、「赤」群とは考えられま

せん。分類が困難な食品については、無理にグループに分けずに、「分類は難しい」と伝えて、理由

を説明する方が良いでしょう。 

2) 食品群は、体の中での役割が類似した食品のグループ分けですが、１つの食品は多くの栄養素を含

図表 34３つの食品群 (三色食品群） 
考案者近藤とし子の図を一部改変して示した。（   ）内は三色食品群における説明。 

(赤群) (黄群) (緑群) 

魚 ・肉 ・卵 

牛乳 ・乳製品 

大豆 ・大豆製品 

 

穀類  
いも類 
油脂類 
砂糖類  

緑黄色野菜・淡色野菜 

海藻類 
きのこ類 
果物 

( タンパク質 
/脂肪/カルシウム ) 

( 炭水化物 
/脂肪 

/ビタミン A、 D、 B1) 

(カロテン/ビタミン C 
/カルシウム/ヨード 

食物繊維) 

主に体をつくるもとになるもの 
(血や肉になるもの) 

主にエネルギーのもとになるもの 
(力や体温となるもの) 

主に体の調子を整える 
もとになるもの 

(からだの調子をよくするもの) 

 
    図表 35３つの食品群と６つの食品群の関係 
  

タンパ
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３４
５
６

魚
・肉

・卵大
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脂肪

タ
ン
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質

ビ
タ
ミ
ン
類

ヨ
ウ
素

ビタミン類脂肪

無
機質

ビタミンC

食
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無機
質

食物
繊維

ビ
タ
ミ
ン
B1

ビタミンA

ビタミンD 牛
乳
・
乳
製
品

小
魚

海
草

緑黄
色野菜

(ほ
うれん草

カボチャ

ニンジン
等)

淡色野菜
(ダイコン・タマネギ等

）

果物
(ミカン・リンゴ等)

穀
類

(

ご
は
ん
・
そ
ば
等)

い
も
類

(

サ
ツ
マ
イ
モ
等)

砂
糖

油
脂類

(サ
ラ ダ

油

マヨ
ネーズ

等)

脂
肪の多い

食品

(バ
ラ 肉

等)

[ ６群
]

エネルギー源
となる

[
 

２
群 ]

骨
・
歯
を
つ
く
る

体
の
各
機
能
を
調
節
す
る

体
の各機

能
を調

節する

皮
膚や粘膜

の保護

[ ３群
]

体の各機
能を調

節する

[ ４群
]

体
の
各
機
能
を
調
節
す
る

エ
ネ
ル
ギ-

と
な
る

[ 

５
群 ]

[ １群
]

骨や筋肉
等を作る

エネル
ギー源になる

B. 六つの基礎食品群 (厚生省保健医療局：一部改変）

(赤群) (黄群) (緑群)

主に体をつくるもとに
なるもの

(血や肉になるもの)

主にエネルギーのもと
になるもの

(力や体温となるもの)

主に体の調子を整える
もとになるもの

(からだの調子をよくす
るもの)

魚 ・ 肉 ・ 卵
小魚 [し ら す、 めざし 等]

牛乳 ・ 乳製品 [ヨ ーグ

ルト ・ チーズなど]

大豆 ・ 大豆製品 [豆

腐・ 納豆・ みそ 等]

穀類 [米 ・パン・めん

類・とうもろこし]

いも類
油脂類 [サラダ油・バター・

マヨネーズ]

砂糖類[砂糖・甘い菓子類]

緑黄色野菜
淡色野菜
海藻類

きのこ類
果物

( タンパク質
/脂肪/カルシウム )

( 炭水化物
/脂肪

/ビタミンA, D, B1)

(カロテン/ビタミンC/カル
シウム/ヨード

食物繊維)

A. 三つの食品群 (三色食品群）
(近藤と し 子氏考案： 一部改変）

３ つの食品群から 、

注目する栄養素を多く 含む
食品を集めて

「 カ ルシウム」 を 摂り まし ょ う
「 緑黄色野菜」 を 摂り まし ょ う
「 脂肪」 の摂り すぎに注意し まし ょ う

選抜群を つく ると 、
６ つの食品群になる。  
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みます。従って複数の役割に関わることが一般的です。たとえば、穀類は、主にエネルギー源と考え

られますが、たんぱく質もかなり含んでいます。小学校高学年でもこのことに触れておくことが必要

で、これが、中学生になってからの栄養素の理解を促すことにもつながるでしょう。 

  ただし、食品群の優れた点は、栄養素の知識が無くても、食品・食材の分類のみを知ることにより、

バランスの良い食事と調理を可能とする点にあることを忘れないようにしましょう。 

3) 給食指導に３つの食品群を用いると、「なぜいつも牛乳を飲むの？」という児童の疑問をうまく説

明できません。肉や魚とは役割が異なるために牛乳を飲むのですから、「赤・黄・緑（三色食品群表

示） + 牛乳」とし、「三色だけでは骨や歯を充分に強くすることができないから」と教えるのが最も

スムーズな説明でしょう。これは、給食の献立作成をそのまま反映した説明でもあり、実際、給食指

導用の教材としても用いられ、次の図表 37 に記載した食事バランスガイドの考え方でもあります。 

4) 家庭科の教科書の３つの食品群では、はじめに考案された三色食品群とは異なり、海藻が肉や魚と

同じ群に分類されています。しかし、海藻を野菜と同じ群に入れても間違いではないばかりか、図表

37 にあるように、主食・主菜・副菜にうまく対応する点で、また、体をつくる主役はタンパク質であ

るため、むしろ優れていると考えられます。 

○食品群と主食・主菜・副菜 

  健康づくりのための食生活指針に示された「主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを」と食品群

の関係はどのように考えればよいのでしょうか。 

 次の図表 36 はこの２つの食事バランスの関係、さらには、５大栄養素との関係を表しています。主食は

穀類など（黄群）、主菜は肉・魚・大豆（赤群）、副菜は野菜・海藻・きのこ類（緑群）と対応しているこ  

とをしっかり把握しておくべきでしょう。ただし、家庭科教科書では海藻を肉・魚・大豆と一緒にした３

つの食品群を掲載しているため、主菜・副菜と食品群の対応がうまくできなくなっています。 

  なお、食生活指針を補完するために考案された食事バランスガイドは、主食・主菜・副菜を基本とした

食事バランスを数値化したもので、三色食品群と対応しており、牛乳、果物を別にすることで、「学校給食

での牛乳」や「デザートとしての果物」という日常の摂取の仕方に対応できるようになっていることが特

徴的です。 

 

 

 

  図表 36 栄養教育の枠組み  ：楽しく食べる子どもに（日本児童福祉協会 2004）記載の図をもとに作成 
栄養教育の枠

組み 
栄養素選択型 食材選択型 料理選択型  

主な 
行動・営み 

エネルギー・栄養素の種
類・量の把握 

食材入手・購入・料理 
料理選択/献立作成・ 

調理・食事 
 

基準 
日本人の 

食事摂取基準 
食品群 

・食品構成 
料理群 

・料理構成 
[料理選択型における 

食事量] 

行動目標 
一日に必要な 

栄養素のバランスをとり
ましょう 

一日の食事に三群の(三
色)食品を組み合わせま

しょう 

一食に主食・主菜・副菜
を組み合わせましょう 

 

食事バランス
ガイド 

(成人：性・年齢・
活動量によって異

なる) 

お弁当箱 
なら: 

料理 
 

食品 
 

栄養素 
 

の対応 
 

 エネルギー 
 
  炭水化物 
  脂質(主に脂肪) 
  たんぱく質 
 
 ビタミン 
 ミネラル 
 食物繊維 

穀類 
芋類 

砂糖・油脂 
主食 主食 5-7SV 主食 3 

魚/肉/豆類/卵/乳 主菜 主菜 3-5SV 主菜 1 

緑黄色野菜 
淡色野菜 

海藻・きのこ 
副菜 副菜 5-6SV 副菜 2 

 (汁など) 
(牛乳 2SV) 
(果物 2SV) 
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○食育に関連したウェブサイト一覧 

 
１ 内閣府政策統括官（共生社会政策担当）ホームページ内「食育推進」 

  http://www8.cao.go.jp/syokuiku/ 
 
２ 第２次食育推進基本計画 

  http://www8.cao.go.jp/syokuiku/about/plan/index.html 
 
３ 農林水産省 なぜ？なに？食育！！ 

  http://www.maff.go.jp/j/syokuiku 
 
４ 農林水産省 食生活指針の解説要領 

  http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/pdf/yo-ryo-.pdf  
 
５ 厚生労働省 「食事バランスガイド」について 

  http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/eiyou-syokuji.html   
 
６ 財団法人食生活情報サービスセンター 

  http://www.e-shokuiku.com/ 
 
７ 食事バランスガイド  フードガイド検討会（仮称）報告書概要 

  http://www.maff.go.jp/j/balance_guide/b_report/gaiyou.html 
 
８ 早ね早おき朝ごはん全国協議会 

  http://www.hayanehayaoki.jp/    
 
９ 国立健康・栄養研究所 「健康食品」の安全性・有効性情報 

  http://hfnet.nih.go.jp/ 
 
10 健康・体力づくり事業財団のホームページ「健康日本２１」 

  http://www.kenkounippon21.gr.jp/ 
 
11 ひょうごの食育の推進 ～食育推進計画（第２次） 
    http://web.pref.hyogo.lg.jp/kf17/hyogosyokuikusuishin.html 
 
12 ひょうご“食の健康”運動 

  http://web.pref.hyogo.jp/hw03/hw03_000000001.html  
 
13 ひょうご健康づくり県民行動指標（健康ひょうご 21） 

  http://www.kenko-hyogo21.jp/sihyo.html  
 

14 文部科学省 学校における食育の推進・学校給食の充実 
    http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/syokuiku/index.htm 
 
15 文部科学省 食べるが「価値」。 
    http://www.mext.go.jp/syokuiku/index.html 
 
16 文部科学省 新学習指導要領・生きる力   

   http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/index.htm 
 

17 国立教育政策研究所 
①  環境教育指導資料 

     http://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidou/shiryo01/kankyo02.pdf 
②  評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料 
  http://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html 
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平成２４年度 食育実践推進委員会  委員名簿（１４名） 

 
 

     食育実践推進委員会 委員長  … ◎ 

    食育実践推進委員会 副委員長 … ○ 

 

区  分 氏  名  役 職 等 改訂部会 

学 識 経 験 者 

◎ 保田  茂 兵庫農漁村社会研究所 代表  

○ 増澤 康男 兵庫教育大学大学院 教授 部会長 

 藤本 勇二 武庫川女子大学 専任講師  

 奥澤 絹江 兵庫教育文化研究所 副所長 委 員 

学 校 関 係 者 

 橋本  栄 姫路市立船津小学校長             委 員 

 森本 信一 小野市立河合中学校 教頭             

 高見 成幸 篠山市立城東小学校 教諭  委 員 

 中西 淳子 西宮市立瓦木中学校 栄養教諭  

 圓谷 昌子 三田市立三輪小学校 栄養教諭 委 員 

 宮前眞智子 県立東はりま特別支援学校 栄養教諭  

保 護 者 代 表  尾崎 国彦 兵庫県ＰＴＡ協議会 理事            

 

 

地 域 代 表  西山  農 西山牧場 代表  

教育行政関係者  辻田 昇司 加東市教育委員会 学校教育課長              委 員 

 関 係 団 体  林  勇二 兵庫県学校給食・食育支援センター 食育支援課長  
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